
題字の「やまが」は、

わたしが書きました。

　　栗原　朋
ともや
哉さん

　　　　（六郷小三年）
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か
お
う
保
育
園
稲
刈
り
体
験

　
1
0
月
1
8
日
に
か
お
う
保
育
園
（
白
田
博
美
園
長
　
園
児

1
6
3
人
）
の
年
長
、
年
中
の
7
7
人
が
保
育
園
の
す
ぐ
そ
ば
の
、

竹
田
幸
博
さ
ん
（
千
田
）
の
田
ん
ぼ
（
1
0
ア
ー
ル
）
で
、
稲
刈

り
を
し
ま
し
た
。

　
稲
は
７
月
１
日
に
田
植
え
を
し
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は

黄 こ
が

ね
い

ろ

金
色
に
色
づ
い
た
稲
穂
を
慣
れ
な
い
か
ま
で
、
先
生
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
一
株
一
株
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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予算の執行状況（単位：百万円）
□▶　 一般会計

0

歳　入

26,264

14,677

予算額

収入済額

10,000 20,000 30,000

□▶　特別会計
　（国民健康保険事業、老人保健事業、後期高齢者医療、介護保険事業、簡易水道事業、農業集落排水事業、 六郷・城北・稲田・
　  稲田六郷財産区 )

□▶　 企業会計（水道事業、病院事業、下水道事業）
0

歳　入

15,356

6,001

予算額

収入済額

5,000 10,000 15,000 20,000

0 2,000 8,0006,0004,000 10,000

歳　入

6,184

1,796

予算額

収入済額

0

歳　出

7,256

1,857

予算額

支出済額

2,000 8,0006,0004,000 10,000

0

歳　出

26,264

10,962

予算額

支出済額

10,000 20,000 30,000

0

歳　出

15,356

6,005

予算額

支出済額

5,000 10,000 15,000 20,000

平成 22 年度上半期（平成 22 年４月１日〜９月
30 日まで）の予算執行状況、財産、市債（長期
借入金）、一時借入金の状況や現在実施中の主な
事業の進行状況を紹介します。

【注】進行段階０→未着手　　　１→着手したばかり
　　　　　　  ２→ 30％進行　  3 → 50％進行
　　　　　　  ４→ 80％進行　  5 → 100％進行
※お問い合わせは財政課へ　☎４３−１１１９

まほろば創生
   人輝く温

ぬ く

もりの都
ま ち

市やまが

▼一時借入金の借入状況（短期借入金）
会　計　名 病院事業会計
一時借入額 10 億円
市民一人あたり 17,485 円（/57,192 人）
▼基金 ( 積立金 ) の状況
一般会計における財政
調整や建設改良、運用
のためなどの積立金

９月末の基金現在高

77 億 3,434 万円
市民一人あたり 135,235 円（/57,192 人）

▼市債（長期借入金）の状況
会　計　名 ９月末の借入残高

一般会計 290 億 3,363 万円

特別会計 簡易水道事業 11 億  626 万円
農業集落排水事業 81 億 2,744 万円

企業会計
水道事業 14 億 3,423 万円
病院事業 38 億 1,403 万円
下水道事業 61 億 9,040 万円

　合　計 497 億 599 万円
市民一人あたり 869,108 円（/57,192 人）

状 況
かおう保育園のおともだち
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▷新たな循環型社会構築事業　　　（進行段階…１）

平成22年度上半期

W活力ある産業づくり
▷農業担い手支援事業　　　　　　（進行段階…３）

W地域とともに支え合う暮らしづくり

▷病院施設整備事業　　　　　　　（進行段階…４）

　地域で、自主的な防災活動を行う自主防災組織の結
成・育成を支援しています。現在 63 の団体が組織を
結成し、活動しています。

　各家庭から出される燃えるごみの細分別化（４品目）
を検証するため、モデル地区を設け実証試験を行って
います。

▷自主防災組織育成事業　　　　　（進行段階…２）

W心豊かにたくましく生きる人づくり

W人と自然が共生する環境づくり

W安全で快適な暮らしを支える基盤づくり

▷八千代座百周年事業　　　　　　（進行段階…３）

財
政

　八千代座は、今年が建設から 100 周年。「これまでの
100 年、これからの 100 年」をテーマに、女優市原悦子
さんの読み聞かせなど、さまざまな事業が行われています。

　山鹿市での就農希望者などに対して、円滑な就農や田
舎暮らしを支援する相談活動などを実施するため、山鹿
市就農支援センターを設置しました。

　地域の中核病院を目指して、安全で質の高い医療を提
供するため、診療機能の充実や医療連携の強化を図りな
がら、施設の整備を進めています。

▲市内の全小学生を招待し、読み聞かせを行いました

▲関係者による除幕式のようす ▲市立病院に新病棟がオープンしました

▲上吉田地区での防災訓練のようす ▲生ごみも大切な資源です



広報やまが　2010.11.1　4

農
免
道
路
の
山
頂
は
標
高
２
４
０
㍍
。

最
初
の
難
関
（
左
）
矢
筈
荘
の
応
援

団
か
ら
声
援
が
届
く
（
右
）。

太田交差点を過ぎると一気に標高
200m まで駆け上がる。

農免道路入り口。田の黄金と赤や緑のユ
ニホームが、とてもきれいでした。

あんずの丘を背に進む。十数人の集団
のレース展開が続く。

応援グッズを手に、身近に体感できるス
ピードに歓声が上がる（下永野）。

「手をふってくれたよ」と選手や随行の車に、
一生懸命に手をふる少年（城北小前）。

立徳の交差点で応援している
人たち（左、右下 2 枚）。
次の選手が来るまで時間があ
るので「車くらい離れてくる
とずっと応援できるのに」と。
それでも、全員に声援を送り
続けていました。
　特に菊鹿地区の皆さまには道路
規制などで大変ご迷惑をおかけしま
した。しかし、沿道からの温かい声
援などで大会を盛り上げていただき
ありがとうございました。

大会実行委員会
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　九州で唯一となる国際自転車ロードレー
ス ､アジアツアー「熊本国際ロード 2010」
が、10月 10 日、あんずの丘をスタートし、
12 周回する（1 周 12.9 ㎞）154.8 ㎞で行
われました。　
　タイなど海外も含め 5カ国から、16チー
ム 86 選手が出場し、「老若男女、すべての
人に声援を送ってくれるコースは、ほかに
ない（下写真参照）」と絶賛される黄金の稲穂
が揺れる菊鹿路を、時速約 70 ㎞で風のよ
うに駆け抜けました。
　激戦を制したのは宮澤崇史選手（チーム
NIPPO写真左）。4時間 9分 42秒での初優勝
でした。

ゴ
ー
ル
手
前
で
の
争
い
に
写
真
判
定
と
な
っ
た
。

「
接
戦
だ
っ
た
け
ど
、
勝
た
ね
ば
意
味
が
な
い
。

勝
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
宮
澤
崇
史
選
手
（
右
）。

あんずの丘のラストスパート。各チー
ムから選手に水などが渡される

ジュニア育成を目的とした「チャレンジサイクルロード
レース 2010 九州大会」も同時開催。鞠智城からパレー
ド走行に出発する選手たち（写真左は高校生男子。本コー
スを 3 周する。中学生男子は 2 周）。ここから未来のス
ターが生まれるかも。写真下は本戦のスタート。

選
手
に
随
行
す
る
チ
ー
ム
の
車
や
選
手
の

水
分
補
給
を
す
る
メ
ン
バ
ー
。
全
員
の
力

が
合
わ
さ
っ
て
レ
ー
ス
が
成
り
立
つ
。

表
彰
式
。
山
鹿
市
も
特
産
品
（
山
鹿
灯
籠
、

山
鹿
傘
、来
民
う
ち
わ
、菊
鹿
ワ
イ
ン
な

ど
）
を
贈
呈
。
右
が
中
嶋
憲
正
山
鹿
市
長
。

2
位
は
シ
マ
ノ
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
。

○お礼○　
関わった皆さまのご協力で事故一つなく成功裏に
終了することができました。　　大会実行委員会
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市
議
会
９
月
定
例
会　

　　

平
成
22
年
（
第
４
回
）
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
に
開
会
し
、
9
月

17
日
ま
で
の
17
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
条
例
、
予
算
な

ど
議
案
15
件
（
条
例
７
件
、
予
算
５
件
、
人
事
案
件
１
件
、
そ
の
他
２
件
）、
認
定

15
件
お
よ
び
報
告
６
件
を
審
議
。
さ
ら
に
議
案
1
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
、
意

見
書
案
1
件
が
追
加
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
◇
議　

案
◇
◆

議
案
第
70
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
））・
・
承
認

議
案
第
71
号　

山
鹿
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
　

条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
72
号　

山
鹿
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
　
　
　
　
　

正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
73
号　

山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
・
・
可
決

議
案
第
74
号　

山
鹿
市
さ
く
ら
湯
再
生
基
金
条
例　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
75
号　

山
鹿
市
営
一
里
木
団
地
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
76
号　

山
鹿
市
営
原
団
地
・
幸
ヶ
丘
第
２
団
地
管
理
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　

改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
77
号　

八
千
代
座
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
78
号　

平
成
22
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）・
・
可
決

議
案
第
79
号　

平
成
22
年
度
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
80
号　

平
成
22
年
度
山
鹿
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
81
号　

平
成
22
年
度
山
鹿
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
82
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
83
号　

山
鹿
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て　
　
　
　

・
・
可
決

議
案
第
84
号　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
同
意

◆
◇
認　

定
◇
◆

認
定
第
１
号　

平
成
21
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
認
定

認
定
第
２
号　

平
成
21
年
度
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
　
　
　
　
　

算
の
認
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
認
定

認
定
第
３
号　

平
成
21
年
度
山
鹿
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

　
　
　
　
　
　

認
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
認
定

認
定
第
４
号　

平
成
21
年
度
山
鹿
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　

の
認
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
認
定

　

鹿
北
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ふ
く
も
ち
ま
き
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

ガ
ネ
政
ど
ん
一
座
に
よ
る
「
に
わ
か
」
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
。
鹿
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、生
産
部
会
や
商
店
、

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
お
店
が
多
数
出
店
し
ま
す
。
鹿
北
自
慢
の
農
産
物
千
点
が
並
ぶ
農
産
物
品
評
会

も
圧
巻
で
す
。
2
日
目
に
は
す
べ
て
販
売
し
ま
す
。
2
日
間
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
よ
。
お
楽
し
み
に
。

よ
う
こ
そ
、
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
へ

か
ほ
く
ま
つ
り

11/20㈯・21㈰
鹿北グラウンド一円

かほくまつりを紹介したパンフレットがあります。
時間など詳しく書いています。問い合わせください。

鹿北総合支所　☎32- ３１１１

●鹿北を代表する役者一団が、今
年も笑いっぱなしの 1 時間をお届
けします。涙と笑いのガネ政どん
一座がパワーアップ。

●森林の町、鹿北のメインイベント。
優勝を目指し、丸太を切ったり、引
いたりの競技を繰り広げます。ぜひ、
あなたも挑戦しませんか（事前予約）。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

20
日
　
14:

15
〜

●
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
だ
け
で
、
丸
太
を
彫
り
、
彫
刻
を

し
て
い
き
ま
す
。
下
書
き
な
し
で
行
わ
れ
る
、
ま
さ

に
芸
術
の
中
の
芸
術
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ほかにも、少しだけ紹介
● 20 日 9:40 〜オープニング
鹿北中吹奏楽演奏
● 20 日 10:35、12:00、14:35
　 21 日 10:30、13:30、15:40
ふくもちまき
● 21 日 10:00、15:10 
天装戦隊ゴセイジャーショー

ガネ政どん一座の
にわか
21 日　14:10 〜

丸太
トライアスロン大会
21 日　11:05 〜
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八千代座交流施設使用料
使用時間

区　分
9時

〜12時
13時
 〜17時

18時
〜22時 全日 冷暖房１時

間につき

多
目
的
ホ
ー
ル

入場料を徴収しない場合、500円以下
の入場料等を徴収する場合及び利用
者が同時に八千代座を利用する場合

1,890 円 2,520 円 3,150 円 7,560 円

720 円

500円を超え1,000円未満の入
場料等を徴収する場合 2,830 円 3,780 円 4,720 円 11,330 円

1,000円以上3,000円未満の入
場料等を徴収する場合 3,400 円 4,530 円 5,670 円 13,600 円

3,000円以上5,000円未満の入
場料等を徴収する場合 3,780 円 5,040 円 6,300 円 15,120 円

5,000円以上の入場料等を徴収
する場合 5,670 円 7,560 円 9,450 円 22,680 円

楽屋・控室１部屋につき 630 円 840 円 1,050 円 2,520 円 105 円

八千代座交流施設オープン

市民見学会
　一般の利用は11月24日㈬からです。交流施設の利用の
ための市民見学会を次の日程で行います。会場利用を希望さ
れる人は参加してください。利用申し込みは、11月1日から
行います。
と　き　　11月17日㈬・18日㈭　午前10時
ところ　　八千代座交流施設（玄関前にお集まりください）
申し込み　事前に文化課に申し込んでください。
申し込み・問い合わせ…文化課　☎４３－１６９１

　八千代座の新しい施設として新楽屋の西側に新たに八千
代座交流施設が完成しました。
　この施設は、八千代座公演の際の楽屋やリハーサル室と
して利用できるほか、市民のみなさんの文化芸術活動の練
習や発表の場、研修会会場として幅広く利用できます。
〇多目的ホール
　電動で収納できる 92 席の可動椅子があり、小規模なコン
サートや演劇発表、練習会場に利用できます。また、椅子
を収納すれば、展示会など多目的に利用できます。
〇楽屋・控室
　公演の際の楽屋として利用するほか、文化芸術活動の練
習・発表会や研修会場として利用できます。
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まちの話題 Town Topics
地域の連携が大切
…地域消費生活リレーシンポジウムin山鹿（鹿本）9 月 29 日

　地域における消費生活問題、消費者行政に関するシンポジ
ウムが鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」で開催されま
した。地域住民に対して、消費者意識の啓発や消費者行政の
重要性の認識を深めてもらうために開催しているもので、川口惠
子尚絅短大教授が「地域における消費者行政のあり方につい
て」と題して講演し、消費生活センターを上手に活用し、地域
でお互いに見守り合い、情報を共有し合うネットワークづくりが大
切という話しがありました。
　山鹿市では、今年４月に「山鹿市消費生活センター」を設立
して、４人の相談員が相談を受けています。最近は、多重債務
の相談や、インターネット関連の相談が増加しています。

ネットワークづくりの大切さについて語る川口教授

　6 月の日本選手権 100 メートルで 2 連覇を達成した鹿本
高校の卒業生 ･ 江里口匡史さん（早稲田大学）が、鹿本高
校で日本一の走りを披露。同校グラウンドには、菊鹿中学
校の陸上部員、保護者、卒業生、在校生など約 1000 が集
まりました。江里口さんは、9 月 13 日から同校で教育実習
中で、今回の夢の企画が実現。最後は、全国高校総体男子
200 メートル 6 位の冨田智くん（同 3 年）と 100 メートル
の真剣勝負をしました。勝ったのは先輩の江里口さん。　
　二人は、10 月に行われる国体のリレーでは同じチームの
選手。後輩や保護者の握手攻めにあいながらも江里口さん
は「国体、がんばります」とガッツポーズしてくれました。

よっ、日本一。真剣勝負に大歓声
…江里口匡史選手が母校で健脚披露（山鹿）　  ９月 24 日

これが日本一の走りです。あっという間に通り過ぎました

菊鹿自慢の栗をがんばって拾ったよ
…六郷小学校児童を栗園に招待（菊鹿）　　　  ９月 27 日

　栗の生産量が熊本県で一番の菊鹿町で、ふるさとに自信と誇
りを持つ子どもに育ってほしいと、地元の人たちが協力して、六
郷小学校の 1 年生 16 人と2 年生 31 人を栗園に招待しました。
　栗園は有働昇さんが提供。子どもたちの送迎は、菊水苑が
協力。栗園では、栗農家の青木博人さんが「１年生の栗に肥
料をあげて、大切に育てると栗は３年生になると実をつける」な
ど、栗の成長過程などを分かりやすく説明。初めて栗拾いをし
たという城野元くん（２年）は、「栗があったと思い、見てみる
と虫が食べた栗もあり、見分けるのが大変だった。でも、おも
しろかった。栗ご飯が好きなので、給食に栗ご飯が出るといいな」
とニッコリと話していました。

必殺、いがぐり 3 個挟みの技も見せてくれました

オーケストラの生演奏で校歌を歌う夢の共演
…千田小でオーケストラ公演（鹿央）              ９月 29 日

　芸術を愛する子どもを育てようと、子どものためのすぐ
れた舞台芸術体験事業（文化庁主催）の一環でシアターオー
ケストラトーキョー公演（メンバー 70 人）が千田小学校で
行われました。会場には、全児童 91 人と先生保護者など
100 人が集まり生演奏を楽しみました。指揮者はテレビ「世
界一受けたい事業」でおなじみの青島広志さん。クラシッ
ク音楽にまつわる話やフィギアスケートで使用され有名に
なった曲の経緯などを笑いを交え、分かりやすく教えまし
た。児童の指揮者体験や、オーケストラの演奏で児童が校
歌やとなりのトトロの曲を歌う夢の共演も。生演奏で伸び
伸びと歌う子どもたちが印象的でした。

浅田真央選手がオリンピックで使った曲を演奏した人たちでした
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まちの話題 Town Topics
救命の連鎖でおぼれた男性を救助
…水難救助協力功労者表彰（山鹿）　　  　　　10 月８日

　山鹿植木広域消防本部（末松正博消防長）は８月 26 日に
菊鹿町の屋外プールで、おぼれている男性を発見し人命救
助した木下貴司さん（熊本市）と野田理恵さん（同）に感
謝状を贈りました。
　木下さんは深さ３メートルのプール底に沈んでいた男性
を救助。野田さんは心肺停止状態の男性を救急法の講習を
受けた経験を生かし心臓マッサージを行い呼吸の回復を確
認しました。
　２人は「夢中で救助しました。男性の呼吸が戻ったときは、
ほっとしました。連携ができてよかった」と話しました。

感謝状を授与された木下さん（写真右）と野田さん（同左）

身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

　平成 24 年度から小学校が一つになる予定の鹿北町で、１
年生〜 4 年生を対象にした交流会を山鹿市体育指導員協会
鹿北支部（中満恭二支部長会員 12 人）が主催、鹿北体育セ
ンターであり、親子 60 人が参加しました。
　これは、交流がない下級生に統合した時にスムーズにな
じんで仲良くしてほしいと、町内のＰＴＡと同指導員が話
し合いを進め、「遊び」の中で顔見知りを増やそうと交流会
を計画。ドッヂビーやアジャタ（玉入れ）で楽しみました。
　休憩時間には、全員が同じ小学校のようにおしゃべりす
る姿も。広見小学校の黒田蓮人くん（3 年）は「岩野小の
お友達が出来、楽しかった」と話していました。

ドッヂビーの前に「よろしくね」と仲良しを誓う握手を

友だちがたくさんできるといいね
…学校統合を控え 3 校が交流会（鹿北）　       10 月 2 日

熊本県では山鹿市にしかない植物
…オニバスが大きく育つ（山鹿）　　　　  　　10 月 5 日

　全国では 100 カ所程度、熊本県では山鹿市平小城地内の
ため池にしか生息していないというオニバス。そのオニバ
スが、今までにないほど大きく成長しているということで、
熊本県自然ふれあい指導員の田上昭利さん（平小城）の案
内で、ため池に出かけました。
　田上さんいわく「表面は栗イガのようにゴツゴツとしる」
そうで、ため池一面に広がったオニバスは大きい葉で 1.5
m ほどあり、中にはつぼみをつけていたものもありました。

「夏にボートを浮かべて草取り作業などを行い、守っていま
す」と田上さん。3 人の指導員で見回りも続けているそう
です。次代に残したい財産ですね。

　大豆の粉だけを使ったパンの完成試食会が水辺プラザかもと
で行われ、関係者約 40 人が参加しました。
　生大豆の粉の商品開発を進めていた自然農園・蓮

れ ん げ

華 ( 髙田
義彦代表 ) が、生大豆の独特の臭みを取ることに成功し、販売
を始めた「そい・ぷーどる（全粒大豆粉）」を使い、水辺プラ
ザかもとパン工房で、大豆のパンを商品化しました。雑穀など
の開発販売に手がける髙田代表は「販売していた郷土料理の
ご汁の素をきっかけに研究を始めた。大豆の栄養がまるごと残っ
ている。山鹿でも米の裏作として栽培された大豆を応援したい」
と話していました。水辺プラザかもとでは、小麦粉、米粉に次
ぐ第３のパンとして販売していくそうです。

「大豆だけとは思えない。今まで経験したことがない味。おいしい」
と試食した藤田知香さんと木山なちかさん（鹿本農業高 1 年）

小麦粉・米粉に次ぐ第３のパン誕生
…大豆粉パン完成試食会（鹿本）　　　　　　10 月 18 日

平成 8 年に熊本県の条例で「指定希少野生植物」の指定を受け保
護しています
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真
面
目
な
）

性
格
・
介
護
疲
れ
な
ど
の
要
因
が
重
な

り
合
っ
て
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

周
囲
の
人
が
介
護
者
の
ち
ょ
っ
と

し
た
様
子
の
変
化
に
気
付
い
て
、
声
を

か
け
た
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
り

す
る
な
ど
、
介
護
の
負
担
を
減
ら
し
、

孤
立
化
を
防
ぐ
こ
と
が
、
虐
待
の
未
然

防
止
や
悪
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
や
施
設
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
人
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。

連
絡
先
…

　
介
護
保
険
課　
地
域
包
括
支
援
セン
タ
ー

☎
43
‐
１
０
７
７

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
虐
待

は
ど
こ
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

施
設
で
も
家
庭
で
も
職
場
で
も
学
校

で
も
病
院
で
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
は

虐
待
さ
れ
や
す
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
は
何
も
言
わ
な

い
け
れ
ど
、
も
し
か
し
た
ら
虐
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
隠
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
必
死
に
自
分
な
り
に
何

か
を
訴
え
て
い
る
の
に
、
周
囲
の
人
々

が
く
み
取
れ
て
い
な
い
だ
け
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
当
事
者
が
声

を
上
げ
る
こ
と
は
と
て
も
勇
気
が
い

る
こ
と
で
す
。

　
「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
」

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…

　

い
き
が
い
推
進
課　

障
が
い
福
祉
係

☎
43
‐
０
０
５
２

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）
と
は
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
、
親
密

な
関
係
に
あ
る
（
ま
た
は
、
あ
っ
た
）

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
の
こ

と
で
す
。
殴
る
・
け
る
な
ど
の
身
体
的

暴
力
の
ほ
か
、
言
葉
で
心
を
傷
つ
け
る

精
神
的
暴
力
、
性
的
暴
力
、
生
活
費
を

与
え
な
い
な
ど
の
経
済
的
暴
力
、
実
家

や
友
人
と
の
付
き
合
い
を
制
限
し
、
行

動
を
監
視
す
る
社
会
的
暴
力
な
ど
も
Ｄ

Ｖ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
の
被
害
者
も
少
な
く
な

く
、
相
談
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

女
性
が
男
性
か
ら
受
け
る
暴
力
に
限
定

し
て
定
義
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
人
だ
け
の
問
題
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
中
・
高
生
や
大
学
生
な
ど
、
未

成
年
者
の
間
で
も
起
こ
り
ま
す
。
暴
力

の
防
止
と
予
防
の
た
め
、
勇
気
を
出
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…

　

福
祉
課　

福
祉
総
務
係

☎
43
‐
１
１
６
７

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
侵

害
し
、
そ
の
心
身
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
深
刻
な
問
題
で
す
。
虐
待
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
に

住
む
私
た
ち
の
気
付
き
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
は
自
分
で
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
に
暮
ら
す
わ

た
し
た
ち
み
ん
な
で
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

１　
「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

　
　
（
通
告
）　
（
通
告
は
義
務
＝
権
利
）

２　
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

　
　
（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

３　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

　
　
（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
） 

４　

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
　
（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
） 

５　

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り　

　
　

う
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

連
絡
先
…

　

子
育
て
支
援
課　

児
童
家
庭
係

☎
43
‐
１
５
１
４

～
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　
　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス(

DV)

児
童
虐
待

高
齢
者
虐
待

障
が
い
者
虐
待
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♥
かがやきかがやき
思いやりあふれる笑顔

日　時▷ 12 月 6 日㈪・午前 10 時〜午後３時
場　所▷鹿央多目的研修センター
日　時▷ 12 月７日㈫・午前 10 時〜午後３時
場　所▷山鹿市中央公民館・鹿本親和荘
　　　　菊鹿総合支所
日　時▷ 12 月８日㈬・午前 10 時〜午後３時
場　所▷鹿北市民センター

相談員▷法務局山鹿支局職員
　　　　人権擁護委員

特設人権相談所の開設

第６回
　やまが人権フェスティバル
　　　～みんなで築こう人権の世紀～
日時▷ 12 月４日㈯　　　 　　　　受付▷ 12 時から
場所▷菊鹿グリーンパルス　　　　開会▷ 13 時
講演▷「太陽は何色？〜人の命の喜びを〜」
講師▷伊藤竹三さん（伊東四郎さんの実兄）　
　　　　学ぶ楽しさと自信と夢を与え続けた異色の元教師。
　　　　「おもしろくて　ためになる」をモットーとして教職退
　　　　職後は幅広い内容で講演活動中。　
　　※ 小・中・高生の人権に関する発表などもあります

問 …人権啓発課　☎４３−１１９９

問 …法務局山鹿支局　☎ 44-2411
　人権啓発課  ☎ 43-1199

　

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
ご
み
排
出
量
の
実
態
調
査
と
将
来
推
計

の
た
め
、
燃
え
る
ご
み
の
中
の
内
容
物
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
資
源
ご
み

と
し
て
出
せ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ら
な
る
適
正
な
分
別

の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

環境だより環境だより

問
…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

人 権 啓 発 課 ☎ 43-1199
企画課男女共同
参 画 推 進 室 ☎ 43-1114

社 会 教 育 課 ☎ 43-1651

女性に対する
          暴力をなくす運動

　11 月 12 日〜 11 月 25 日（女性に対する暴力撤廃国際日）ま
での２週間は ｢ 女性に対する暴力をなくす運動」期間です。
　それにともない県では 11 月に ｢ 女性に対する暴力をなくす運
動ｉｎくまもと」期間として、基調講演や、ワークショップ、女
性のための法律相談などが実施されます。

女性に対する暴力
根絶のためのシン
ボルマーク

燃
え
る
ご
み
の
内
容
物

調
査
を
実
施
し
ま
し
た

こ
れ
ら
の
資
源
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
生
ま
れ

か
わ
る
の
で
し
ょ
う

その他のプラ

ダンボール

ペットボトル

　

今
後
さ
ら
に
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す

る
た
め
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
ご
み
分

別
推
進
期
間
を
設
定
し
、
市
職
員
を
ご
み

分
別
推
進
員
と
し
て
各
資
源
ご
み
収
集
所

に
配
置
し
ま
す
の
で
、
ご
み
の
分
別
で
分
か

ら
な
い
点
な
ど
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

山
鹿
市
全
体
で
ご
み
減
量
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

ダンボール
など

ペット
ボトル

その他
のプラ

ペレット（粒）
状にして、プ
ラスチックな
どに加工

プラスチックや
衣類

ダンボール、トイ
レットペーパー、
新聞など

新聞・チラシ

燃えるごみの中に入っていた資源ごみ
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ど
で
す
。こ
れ
ら
の
石
橋
を
架
け
た
責
任
者
が
、

有
名
な
種た

ね
や
ま山

石
工
の
棟と

う
り
ょ
う梁

・
橋
本
勘か

ん
ご
ろ
う

五
郎

（
一
八
二
二
～
一
八
九
七
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
上
麻あ

そ
う生

橋
（
明
治
中
期
）、
田
中
橋

（
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
橋
も
近
く
に
新
し
い
橋
が
架
け

ら
れ
、
通
る
人
も
滅
多
に
な
く
、
先
人
の
技
術

と
知
恵
を
後
世
に
伝
え
る
文
化
財
と
し
て
静
か

に
佇た

た
ずん

で
い
ま
す
。

　

紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
協
力
員

　
　
　
　
　
　
　
　

古
賀　

寛
了
さ
ん

（
鹿
北
町
芋
生
）

連載第 61 回

　

鹿
北
町
に
は
、
現
在
十
基
の
石
橋
が
残
っ
て

い
ま
す
。
最
盛
期
に
は
二
十
三
基
の
石
橋
が
架

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
耕
地
の
整
備
事
業
や

道
路
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
撤
去
さ
れ
た
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
な
ど
に
架
け
替
え
ら
れ
て
減

少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

石
橋
は
よ
ほ
ど
の
天
変
地
異
が
無
い
限
り
、

永
久
に
残
る
建
造
物
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
現
に
石
橋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
を
継
ぎ

合
わ
せ
た
橋
で
は
、
石
造
部
分
は
何
の
異
常

も
無
い
の
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
で
は
鉄
筋

部
分
が
錆さ

び
た
り
、
膨
張
し
て
い
る
の
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。

　

さ
て
、
鹿
北
町
に
は
前
述
し
ま
し
た
よ
う

に
十
基
の
石
橋
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
一
番
小

さ
く
て
か
わ
い
ら
し
い
も
の
は
浦
方
の
妙み

ょ
う
け
ん見

神

社
境
内
に
あ
る
四
枚
の
円
弧
状
の
石
板
を
組

み
合
わ
せ
た
石
橋
で
し
ょ
う
。
ま
た
国
道
三
号

開
通
（
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
）
以
前
に

福
岡
県
の
八
女
市
な
ど
へ
の
道
路
と
し
て
旧
山

鹿
街
道
に
架
け
ら
れ
た
勝し

ょ
う
ぶ
せ

負
瀬
橋
、
水す

い
て
ん
ぐ
う

天
宮

一
号
・
二
号
橋
（
明
治
初
期
）
が
現
存
し
て
い

ま
す
。
次
い
で
国
道
三
号
開
通
時
に
架
橋
さ

れ
た
の
が
弁
天
橋
・
高
井
川
橋
・
丸
山
橋
な

鹿
北
の
石
橋
（
鹿
北
町
）

３ 18
鹿北総合支所

ミニ石橋(妙見神社) 丸山橋

 

田中橋

弁天橋

水天宮１・２号橋

岳間小学校

女田橋

　 勝負瀬橋

高井川橋

上麻生橋

13

瞑想の森公園

勝負瀬橋（山鹿市指定文化財）

高井川橋（山鹿市指定文化財）

通
信
販
売
で
買
っ
た
商
品
は
返
品

で
き
る
の
？

【
相
談
事
例
】

　

通
信
販
売
で
服
を
購
入
し
た
が
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な

い
。
業
者
に
返
品
を
申
し
出
た
が
断
ら
れ
た
。
通
信

販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
な
い
の
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
と
は
、
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る

勧
誘
で
、購
入
す
る
意
思
が
は
っ
き
り
し
な
い
状
態
や
、

契
約
条
件
を
よ
く
理
解
し
な
い
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
、
冷
静
に
な
っ
て
考
え
直
す
機
会
を
持
つ
た
め

に
、一
定
期
間
、
無
条
件
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度

で
す
。
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
商
品
を
確
認
し
て
契
約
で
き

る
通
信
販
売
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
通
信
販
売
業
者
が
返
品
で
き
る
旨
を
定

め
て
い
る
場
合
は
返
品
で
き
ま
す
。
商
品
を
注
文
す
る

際
に
は
、
返
品
制
度
の
有
無
や
、
送
料
の
負
担
な
ど

を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
商
取
引
法
の
改
正
で
、
平
成
21
年
12
月
１
日

以
降
の
通
信
販
売
に
よ
る
契
約
は
、
返
品
の
定
め
の

記
載
が
無
い
場
合
、
商
品
が
届
い
て
か
ら
８
日
以
内
は

消
費
者
が
送
料
を
負
担
す
る
こ
と
で
返
品
で
き
ま
す
。

※
悪
質
商
法
に
あ
っ
て
も
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生

　

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
（
山
鹿
市
役
所
商
工
課
内
）

　
　
　
　

☎
43
‐
１
４
１
３

　
　
　

  

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

橋の位置
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「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」「
消
火
器
の

点
検
を
す
る
の
で
…
」「
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
２

個
必
要
で
す
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
巧
妙
な
手

口
で
強
引
に
販
売
し
、
高
額
な
料
金
を
請
求
す
る

と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
処
法
は
…

・
身
分
証
、
名
刺
の
掲
示
を
求
め
る
。

・
怪
し
い
と
感
じ
た
時
は
、
は
っ
き
り
断
る
。

・
安
易
に
署
名
押
印
し
な
い
。

・
契
約
し
て
い
る
点
検
業
者
が
あ
る
場
合
は
、
突

然
の
訪
問
点
検
は

断
る
。

　　

も
し
こ
の
よ
う

な
こ
と
や
不
審
な

点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
速
や
か
に
最

寄
り
の
消
防
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
４ 

　

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署　

☎
32
‐
２
５
７
４

　

山
鹿
消
防
署
東
分
署　
　

☎
46
‐
２
３
８
２

問

新着図書ピックアップ

マリアビートル　　　    
伊坂幸太郎／著　角川書店　

　元殺し屋の「木村」は、幼い息子に重傷を負わせた相手
に復習するため、東京発盛岡行きの東北新幹線（はやて）
に乗り込む。狡

こうかつ

猾な中学生「王子」。腕利きの二人組「密柑」
＆「檸

れ も ん

檬」。ツキのない殺し屋「七尾」。彼らもそれぞれの
思惑のもとに同じ新幹線に乗り込み、物騒な男たちを乗せ
た東京発の新幹線は北を目指して疾走する！ 『ゴールデンス
ランバー』以来３年ぶりの書き下ろし長編！

　旧勢力の一掃を企てる政府は西郷隆盛を挑発し、ふ
たたび天皇家を担いで決戦に望んだ。最後のサムライ、
久保田宗八郎にもついにその時が訪れた……。
　明治の一代分岐点、「西南戦争」を描く大好評シリー
ズ完結篇

西南の嵐 　銀座開化おもかげ草紙
松井今朝子／著　新潮社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷11月24日㈬　午後２時 30 分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷11月６日㈯・13日㈯・20日㈯
　　　　27日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷11月２日㈫・９日㈫・16日㈫
　　　　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷11月２日㈫・９日㈫・16日㈫
　　　　午前10時45分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷11月29日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷11月１日㈪・３日㈷・８日㈪15日㈪
　　22日㈪・23日㈷・29日㈪・30日㈫
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日

《今月は菊鹿公民館図書室から》

注
意
‼

　

消
火
器
・
住
宅
用
火
災

　

警
報
器
の
悪
徳
販
売

　西上野の地侍たちから盟主と仰がれ、信義あふれる心
で上杉謙信をも動かした知将、箕輪城主・長野業政。
利欲を捨て、国を豊かにし、民の暮らしを守る。
　河越夜戦で逝った息子への誓いと上州侍の誇りを胸に、
度重なる武田軍の侵攻に敢然と立ち向かった気骨の生涯
を描く！ 構想二十余年 。隠れた知将を、いま、描き出す！！

業政駈ける
火坂雅志／著　角川学芸出版



広報やまが　2010.11.1　14

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

　　　 　■合同クリスマス会のお知らせ■　
　 　 　 　　●日　時　12月 11日㈯ 10時〜 12時　　　　　　　※詳しくは、子育て通信を
　 　 　 　　●場　所　鹿本生涯学習・健康センターひだまり　　　　ご覧ください

　感動をありがとう
　　　　　　　　 八玉保育園☎４３−５１８１

　東京合唱（写真上）の芸術公
演に、三玉小学校から招待を受
けた年長児が参加しました。初
めてのプロの合唱やオペレッタ
鑑賞と、小学校に行くことを楽
しみにしていた子どもたちは、
１曲目で、もう釘付けになりま
した。ソプラノの高い声やバスの迫力ある声量に驚き、ユー
モアをまじえた歌や踊りに大笑い（写真下）し、徐々にリ
ラックスしてきました。リズム打ちで歌に参加し、さらに
おもしろさを共有。ほかにも、卒園児や兄姉を見つけて喜

び ､ 制服姿や発表の仕方のかっ
こ良さにあこがれ、「トイレや運
動場が大きかった」と鑑賞以外
のことも感じ、入学への期待を
膨らませ、心を温かくし帰りま
した。芸術の秋にふれ、保育所
と小学校のつながりの場をいた
だいたことに感謝します。

Vol.66

生命の輪　　　　山鹿保育園　☎４３−１１５３
　お母さん、何か生ゴミない ? 菌ちゃん作るの ････。
ある時期から子どもたちのブームになりました。親は
何のことやら。先日、保育園で、「ＮＰＯ法人大地とい
のちの会」の吉田先生の講演会を聞き、菌ちゃんの正
体が判明！！早速、わが家も挑戦しました。まだ、土
づくりの段階ですが、子どもたちは捨てるはずだった
野菜の皮、ヘタがまた新しい生命を作るもとになる、
生命はつながっているということ、さらに食べ物のあ
りがたさを感じるようになり、貴重な体験をさせてい

ただき感謝の気
持ちでいっぱい
です。

（菌ちゃんファミリー）
　

「味噌のにおいが
するよ」。ぬかで
ぼかし作りをして
いるところです

　児童館は、「子どもの遊び場]です。
さまざまな行事や活動を通して、仲
間づくりや地域の交流をしていま
す。0歳から18歳未満
の子どもたちは利用でき
ます。
※幼児は必ず保護者
　同伴です。

【生徒からの感想】●どの赤ちゃんもかわいかった。
抱っこして笑ってくれる赤ちゃんがいてくれて本当
に幸せだった。自分の子どもができた時、心から愛
してあげたい。今日の勉強はためになった。
●こういう機会があったら、ボランティアとして活
動に参加したいと思った。

児童館って、どんな
ところ

高校生と赤
ちゃん

ふれあい会
をしました

食育クッキング

めっちゃかわいい〜
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学 問訪校
小学校・中学校・高校の話題をお届け！

「礎を磨き　雄飛す」
日々前進、鹿本中学校

鹿本中学校

　校訓「清く、明るく、たくましく」をモットーに、
49 人の子どもたちが自分の夢の実現に向けて励んで
います。登校時には、校門から学校に向かって「お願
いします」と一礼し、立ち止まってあいさつするなど、
礼節を重んじる子どもたちです。このような子どもた
ちに、豊かな心や確かな学力を身につけるため、活動
をしています。
　その一つ目は、豊かな体験活動です。昨年度から、
豊かな人間性や社会性を育むため、さまざまな体験活
動を行っています。
　本年度、１〜３年は「ふれあい体験ｉｎ阿蘇」を 6
月 9 日〜 10 日の１泊 2 日で行いました。小学校低学
年の宿泊はめずらしいですが、児童は、とても暑い中
元気よく活動できました。4 〜 6 年「ふるさと生活体
験ｉｎ御所浦」を 10 月 20 日〜 23 日の 2 泊 3 日で行
いました。
　そのほか、学校田を利用して、泥まみれになる「が
たリンピック」、ジュニア農園活動、ハートフルデイ（老
人会との交流）などを行っています。
　2 つ目はＮＩＥの活用です。ご存知のとおりに、「Ｎ
ＩＥ＝新聞を教育に」という活動で、本校では、言語

豊かな体験活動を生かして　〜ＮＩＥを活用した作文指導をとおして〜

山内小学校

　こんにちは！私は鹿本中学校の生徒会長です。今回
は『花いっぱい運動』、『あいさつ運動』、そして『ひだ
まり学習会』を紹介します。
◇花いっぱい運動◇
　『花いっぱい運動』とは、種から花を育てる活動です。
鹿本中生は花を育てること
で、毎日命を見つめていま
す。今は秋の花植えの準備
をしています（写真上）。
春には鹿本中が花いっぱい
になります。ぜひ、見に来
てください。
　次に、あいさつ運動の一
環として鹿本中には「あいさつの詩」がありますので
紹介します。
◇あいさつの詩◇
　『あいさつの詩』というのは、人と人とをつなぐ言葉
を大切にしていこうという思いで先輩たちとともに生
徒会でつくったものです。毎朝、のぼり旗を正門と昇
降口に立てています。鹿本中の新たな伝統にしていき
たいと考えています。ぜひ、鹿本中の正門の旗を見に
きてください（写真右上）。
　最後に「ひだまり学習会」の紹介をします。

1 〜 3 年のふれあい体験ｉｎ阿蘇

活動の充実、読む力、社会に目を向ける力などを育む
ために、多くの活動に新聞を活用しています。
　ＮＩＥ全国大会が 7 月 29 日〜 30 日に熊本市であり、
本校の、大野朗久校長と中渡豪先生が、本校の実践を
発表したり、パネルディスカッションで、ＮＩＥや教
育についての意見を述べました。

●鹿本中学校データ●　●池田勝吉校長　生徒数 247 人

●山内小学校データ●　　大野朗久校長　　児童数 49人

◇ひだまり学習会◇
　ひだまり学習会は、隔週水曜日の放課後に希望者が

『ひだまり』に集まって先生たちや地域の人、ボランティ
アの高校生に勉強を教えていただくというものです。
先日は高校の先生にも来ていただきました。質問しや
すく、勉強がはかどる学習会なので、100 人以上（写
真右 ) が参加しています。
　紹介した以外に
も、エコ委員会の
新設や中体連陸上
大会準優勝、そし
て 10 月から始まっ
た 3 年生の朝の学
習会など鹿本中学
校は日々前進して
いる学校です。
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投
稿

栄
冠
は
山
鹿
Ｆ
Ｃ
に
輝
く

　
　
　
　

●
山
鹿
Ｆ
Ｃ
５
年
保
護
者
会

　

８
月
28
日
・
29
日
の
２
日
間
、「
西

日
本
新
聞
社
杯
Ｕ
‐
11
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
が
九
州
各
県
か
ら
36
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
福
岡
県
宗
像
市

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

わ
れ
ら
が
山
鹿
Ｆ
Ｃ
は
、
５
年
生
14

人
で
大
会
に
挑
み
、
37
度
の
猛
暑
の

中
、
強
豪
チ
ー
ム
を
次
々
と
撃
破
し
、

見
事
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

決
勝
で
は
、
１
点
先
制
さ
れ
た
も
の
の

後
半
に
同
点
と
し
、
押
し
気
味
に
試
合

を
進
め
ま
し
た
が
、
１
対
１
の
ま
ま
決

着
が
つ
か
ず
Ｐ
Ｋ
戦
に
突
入
し
ま
し

た
。

　

両
チ
ー
ム
と
も
５
人
全
員
が
決
め
、

サ
ド
ン
デ
ス
に
突
入
！
６
人
目
、
７
人

目････

10
人
目
で
相
手
チ
ー
ム
が
外

し
、
山
鹿
Ｆ
Ｃ
10
人
目
の
キ
ッ
カ
ー
は

ゴ
ー
ル
右
隅
に
決
め
、
Ｐ
Ｋ
戦
を
10
対

９
と
し
、
見
事
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
以
上
に
仲
が
良
い
と
評

判
の
私
た
ち
保
護
者
も
、
日
焼
け
対
策

バ
ッ
チ
リ
で
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

ま
し
た
。

　

暑
さ
に･･･

と
い
う
よ
り
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
な
試
合
展
開
に
い
つ
も
倒

れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
見
守
っ
て
い
ま

す
。
今
大
会
で
は
、優
勝
し
て
く
れ
て
、

遠
く
ま
で
行
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
。

や
さ
し
い
町
め
ざ
し
、
み
ん

な
で
作
っ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ッ
プ

●
く
ら
つ
か
広
場
と
八
幡
校
区
女
性
の

会
の
会
員

　

八
幡
女
性
の
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
高
齢
者
に
な
っ
て
も
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
に
し
た
い
と
、「
子
ど
も

た
ち
と
高
齢
者
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ッ
プ
」
を

作
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
は
じ
め
た
か
と
い
う
と
、
地

域
で
高
齢
者
が
行
方
不
明
と
な
り
3
回

ほ
ど
捜
索
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
会
員
で
、第
１
回
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
学
ぼ
う
と
思
い
参

加
し
た
講
義
の
中
で
、
具
体
的
な
マッ
プ

の
作
り
方
を
勉
強
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
も
いつ
か
は
通
る
道
、
歩

む
道
。
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

八
幡
小
学
校
や
地
域
の
商
店
に
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

一
歩
一
歩
、
取
り
組
み
ま
し
た
。
8
カ
月

後
、
よ
う
や
く
マ
ッ
プ
が
完
成
。
八
幡

　自
じ

然
ねん

薯
じょ

まつりに
　遊びにきませんか

●山あいの里振興協議会
自然薯まつり祭実行委員会

　鹿北町の下中、上中、竹の谷、男岳、
柚の木谷の５集落合同で、『自然薯ま
つり』を行っています。地元農家の
みなさんが心を込めて作った農産物、
加工品だけでなく、地元の山で掘っ
た「自然薯」をメインに展示し、午
後からセリを行います。どなたでも
参加できます。会場では、焼き鳥、
おにぎりなども販売します。
第９回自然薯まつり
■期　日　　11月７日㈰
　開会式　　11時半
　セ　リ　　13時〜 15時
■場　所　　中の川内活性化センター
　　　　　※県道13号線沿い
参加は無料です。見事な自然薯（写真
下）をあなたの価格で買いませんか。
詳しくは、自然薯まつり実行委員会
代表　野中☎32‐２５８０まで

校
区
１
、５
０
０
世
帯
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
し
た
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。
ラ
ミ

ネ
ー
ト
加
工
も
、
す
べ
て
み
ん
な
で
手
作

業
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
配
っ
た
だ
け
で
な
く
、
各

家
庭
に
配
布
し
た
マ
ッ
プ
（
点
）
と
点

を
結
び
、
線
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、

同
じ
マ
ッ
プ
を
八
幡
保
育
所
の
前
に
、

県
の
補
助
金
と
会
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
で

積
み
立
て
た
お
金
を
使
い
、
第
１
号
の

看
板
を
設
置
（
写
真
左
）
し
ま
し
た
。

費
用
の
面
で
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
2

号
、
3
号
も
設
置
し
、
や
さ
し
い
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

■｢

響
け　

歌
声　

秋
色
の
空
へ｣

合
唱
祭
in
山
鹿

　
　
　

●
坂
本
佳
子
（
鹿
本
高
校
2
年
・
生
徒
実
行
委
員
長
）

　

山
鹿
市
の
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
の
合
唱
部
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
県
・
九
州
・
全
国
で
も
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

聴
い
て
ほ
し
い
と
企
画
し
ま
し
た
。
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈯　
　

17
時
～
（
会
場
16
時
半
１
時
間
程
度
）

●
会
場　

山
鹿
小
学
校
体
育
館

●
出
演　

米
田
小
、
千
田
小
、
山
鹿
小
、
菊
鹿
中
、
山
鹿
中
、
鹿
本
高

…
実
行
委
員
長　

服
部
香
代　

☎
０
９
０-

４
５
８
７
‐
４
２
５
５

問投
稿
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November

11 月

案内板
市
税
・
国
保
税
の
納
期
と

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

　

11
月
30
日
㈫
は
、
国
民
健
康
保
険

税
第
8
期
の
納
期
限
で
す
。

　

口
座
か
ら
振
り
替
え
る
人
は
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
11
月
の
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口
】

夜
間
▽
11
月
26
日
㈮
・
29
日
㈪
・
30
日
㈫

　
　
　

午
後
５
時
半
～
８
時

休
日
▽
11
月
7
日
㈰
・
2８
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保

育
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
を
納
付
す

る
人
は
、
必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

　

本
年
1
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
乳
幼

児
医
療
費
助
成
を
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
に
名
称
を
変
更
し
、
対
象
者
を
小
学

校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
に
拡
大
し

て
、
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
た
自
己
負

担
金
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
子
ど
も
医
療

費
受
給
資
格
認
定
の
申
請
が
必
要
で

す
。ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▽
平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成

15
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

子
ど
も
医
療
費
の
認
定
申
請

　
お
知
ら
せ

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
?

女
性
の
人
権

　

飼
い
犬
に
は
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
年
に
一
回
、
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

期
日
▽
12
月
5
日
㈰

　

■
午
前
9
時
～
10
時

　
　

・
鹿
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
駐
車
場

　
　

・
鹿
央
総
合
支
所

　

■
午
前
11
時
～
正
午

　
　

・
菊
鹿
総
合
支
所

　
　

・
鹿
本
総
合
支
所

　

■
午
後
1
時
半
～
2
時
半

　
　

・
山
鹿
市
役
所
裏
側
駐
車
場

問
…
環
境
課  
☎
43
‐
７
２
１
１

※
現
在
、
中
学
1
年
生
に
係
る
医
療
費

助
成
は
、
本
年
1
月
1
日
か
ら
3
月
31

日
ま
で
の
診
療
分
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▽
子
ど
も
の
健
康

　

保
険
証
、
受
給
者
（
保
護
者
）
の
預

　

金
通
帳
、
印
か
ん

※
医
療
費
の
助
成
申
請
は
、
受
給
資
格

認
定
の
後
に
な
り
ま
す
。

問
…
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
１
４

　

 

…
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

冬
季
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

農
業
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
に
伴

い
、
油
の
使
用
が
増
え
ま
す
。
河
川
の

水
質
事
故
原
因
の
多
く
が
、
不
注
意
に

よ
る
油
の
流
出
で
す
。
取
扱
い
に
は
、

細
心
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
…
菊
池
川
流
域 

清
流
保
全
協
議
会

事
務
局（
菊
池
川
河
川
事
務
所
管
理
課
）

 

☎
44
‐
２
１
７
１

油
の
流
出
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保
護
の

立
場
か
ら
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま

す
。
新
し
い
電
話
帳
を
配
達
の
際
（
12

月
中
配
達
）、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ご
不
在
の
場
合

は
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
後
日
回
収
し
ま
す
。

問
…
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ 

 

☎
０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３
０
９

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

11
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰
ま
で
の

7
日
間
は
、
全
国
一
斉
「
女
性
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
で
す
。

　

期
間
中
は
、
専
用
相
談
電
話
で
法

務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間
▽

平
日　

午
前
8
時
半
～
午
後
7
時
ま
で

土
日　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
ま
で

相
談
内
容
▽
夫
婦
・
親
子
問
題
・
女

　

性
差
別
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
問
題

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
相
談
電
話
▽

 

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

｢

平
和
の
礎｣

追
加
刻
銘

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　

8
月
1
日
か
ら
、
父
子
家
庭
の
皆
さ

ん
も
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
11
月
30
日

㈫
ま
で
に
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
…
子
育
て
支
援
課

　
　

☎
43
‐
１
５
１
４

　

山
鹿
税
務
署
で
は
、
給
与
支
払
者
を

対
象
に
し
た
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
▽
11
月
15
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
～
、
午
後
2
時
～

会
場
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン　

　
　
　

タ
ー｢

ひ
だ
ま
り｣

問
…
山
鹿
税
務
署 

 

☎
44
‐
２
１
８
１
（
自
動
音
声
案
内
）

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会

　

沖
縄
県
の
平
和
公
園
に
あ
る
記
念
碑

｢

平
和
の
礎｣

は
、
沖
縄
の
歴
史
と
風

土
の
中
で
培
わ
れ
た｢

平
和
の
こ
こ

ろ｣

を
広
く
内
外
に
伝
え
、
世
界
恒

久
平
和
を
願
い
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
加
刻
銘
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
▽
12
月
1
日
㈬

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
…
福
祉
課　
　

☎
43
‐
１
１
６
７

問
…
人
権
啓
発
課 

☎
43
‐
１
１
９
９
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おいしい幸せ　お届けします

パン工房

オリーブオリーブ スーパー
ミカエル

セブンイ
レブン

グッデイ 山伏温泉

パン工房

オリーブ
看板が
目印

〈 

有
料
広
告 

〉

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る

心
配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の

支
所
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
11
月
5
日
㈮

　

②
司
法
相
談
▽
11
月
12
日
㈮

　
　
（
土
地
・
登
記
関
係
）

　

③
心
の
悩
み･

忘
れ
物
相
談

　
　
　
　
　

▽
11
月
19
日
㈮
要
予
約

　

  　
　

 
①
と
③
午
前
９
時
～
正
午

②
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　

社
協
本
所
・
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
11
月
4
日
㈭

　

午
前
９
時
～
正
午

　

②
心
の
悩
み･

忘
れ
物
相
談

　
　
　
　
　

▽
11
月
1８
日
㈭
要
予
約

　

  　

 

い
づ
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
11
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

ひ
ま
わ
り
館
☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
11
月
2
日
㈫

午
前
９
時
～
正
午

　

②
司
法
相
談
▽
11
月
16
日
㈫

　
　
（
土
地
・
登
記
関
係
）

②
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

　
　

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

☎
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
11
月
1
日
㈪

午
前
9
時
～
正
午

　

②
法
律
相
談
▽
11
月
15
日
㈪
要
予
約

　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
36
‐
３
８
１
１

問
…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

職
員
が
対
応
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

相
談
日
▽
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問…
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
‐
１
０
７
７

認
知
症
に
関
す
る
相
談

障がい者・児相談
日時▷第２・４火曜日
　　　午前９時〜正午
場所▷菊鹿健康福祉センター
　　　ひまわり館
※相談は無料です。

問 …菊鹿健康福祉センター　　　　
　　  ☎４８‐４６６６

一人で悩まないで話しましょう。
日時▷ 11 月 11 日㈭（要予約）
　　　午後２時〜４時
場所▷山鹿保健所
嘱託医▷山鹿回生病院
※相談は無料です。
問 …山鹿保健所　
　　  ☎４４‐４１２１

本人、家族、関係者の人どなたでも
お越しください。
日時▷毎週水曜日
　　　午前９時〜 11 時半受付
場所▷山鹿健康福祉センター
※相談は無料です。
問 …いきがい推進課　
　　  ☎４３‐００５２

精神保健相談 障がい者・児ふれあい相談

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
と
印
か
ん

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▽
11
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬

　
　
　

市
役
所
1
階
会
議
室

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）　

問
…
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
３
０

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を

行
い
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
11
月
12
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

無
料
で
税
務
相
談

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
開
設

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
に
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
皆
さ
ん
の
利
便

性
を
図
り
、
業
務
に
つ
い
て
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、｢

法
務
局
な
ん
で

も
相
談
所｣

を
開
設
し
ま
す
。

　

抵
当
権
抹
消
や
売
買
な
ど
の
登
記
手

続
、
地
代
や
家
賃
の
供
託
に
関
す
る
こ

と
、
近
隣
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
戸
籍
な

ど
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
法
務
局
職
員

が
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
程
▽
11
月
6
日
㈯
午
前
9
時
～
正
午

場
所
▽
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

場
所
▽
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問
…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
３
１
１
１

　
相
　
談
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〈 

有
料
広
告 

〉

　
募

集

　
「
隈
部
一
族
ゆ
か
り
の
地  

菊
鹿
町
」

を
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
回
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
委
員（
竹
下
輝
幸
先
生
）

の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
見
て
学
ん
で

歴
史
的
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
▽
11
月
21
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

集
合
場
所
▽
菊
鹿
あ
ん
ず
の
丘
駐
車
場

参
加
料
▽
１
、０
０
０
円（
昼
食
代
込
み
）

募
集
人
数
▽
25
人
（
多
数
時
抽
選
）

申
込
期
限
▽
11
月
12
日
㈮
ま
で　

問
…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
46
‐
５
５
１
２

問
…
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

　

  　

☎
44
‐
２
４
１
１

学
校
給
食
代
替
職
員
の
登
録

　

学
校
給
食
代
替
職
員
登
録
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
要
件
▽
代
替
職
員
（
調
理
員
）

職
員
の
病
休
な
ど
に
よ
る
代
替
職
員
と

し
て
月
10
日
程
度
勤
務
で
き
る
人　
　

就
労
時
間
▽
7
時
間
45
分
以
内

受
付
期
間
▽
随
時
受
付
（
土
日
、
祝
日

を
除
く
）
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時

申
し
込
み
方
法
▽
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は

返
還
で
き
ま
せ
ん
。

問
…
教
育
総
務
課

☎
43
‐
１
３
９
１

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集

し
ま
す

Ｃ区画

４㎡

１区画

10 万円

1,680 円

Ｂ区画

６㎡

６区画

15 万円

2,520 円

Ａ区画

８㎡

２区画

20 万円

3,360 円

面　積
募　集
区　画
使用料
年　間
管理料

　

市
営
墓
地
（
鹿
校
通
2
丁
目
）
の
返

還
区
画
に
つ
い
て
、
使
用
者
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
者
▽
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

　
　
　
　

有
す
る
人

募
集
期
間
▽

　
11
月
1
日
㈪
～
12
月
24
日
㈮

　

11
月
8
日
㈪
か
ら
13
日
㈯
は
、
全

国
糖
尿
病
週
間
で
す
。
糖
尿
病
啓
発

の
た
め
に
、
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
11
月
11
日
㈭

　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
1
時

場
所
▽
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
３
階

内
容
▽
糖
尿
病
専
門
医
、
検
査
技
師
、

栄
養
士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学

療
法
士
の
相
談
、
血
糖
検
査
な
ど

問
… 

山
鹿
中
央
病
院
糖
尿
病
委
員
会

　

☎
43
‐
６
６
１
１

糖
尿
病
週
間
の
健
康
相
談

山
鹿
の
文
化
財
め
ぐ
り（
菊
鹿
町
編
）

　

山
鹿
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
三
十
三

観
音
の
う
ち
か
ら
５
カ
所
を
巡
る

コ
ー
ス
と
市
内
の
史
跡
を
巡
る
コ
ー

ス
の
２
コ
ー
ス
を
計
画
し
ま
し
た
。

【
三
十
三
観
音
巡
り
コ
ー
ス
】

日
時
▽
11
月
13
日
㈯
午
後
零
時
半
～

【
史
跡
巡
り
コ
ー
ス
】

日
時
▽
11
月
14
日
㈰
午
後
零
時
半
～

集
合
場
所
▽
総
合
体
育
館
正
面
玄
関
前

　
　
（
出
発
30
分
前
）

募
集
定
員
▽
各
コ
ー
ス
27
人

参
加
費
▽
無
料

“
や
ま
が
産
業
祭
”
山
鹿
十
三

観
音
と
史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

◆農地転用とは
　農地を宅地や資材置き場、山林など農地以外の用途に使用する
ことです。
◆農地の転用には、許可が必要です
　転用するには、県知事（または農林水産大臣）の許可を受けな
ければなりません。許可を受けないで転用した場合、工事の中止
やもとの農地への復元を命じられることがあります。
※詳しくは、農業委員会事務局にご相談ください。
問 …農業委員会事務局　 ☎４３‐１６１４

　農地の無断転用を無くしましょう

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く

　
　

午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分
）

※
市
民
課
窓
口
、
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
お
よ
び
環
境
課
（
山
鹿
浄
水
セ
ン

タ
ー
内
）
に
申
請
書
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
住
民
票
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

募
集
受
付
▽
11
月
４
日
㈭
か
ら

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
定
員
に
達
す
る
ま
で
）

※
所
要
時
間
は
３
時
間
程
度

※
歩
く
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
動

が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
…
観
光
課　

☎
43
‐
１
５
７
９
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有
料
広
告 

〉

のご来場をお待ちしています。
テーマ▷熊本を代表する作家
　　　　｢ 平川虎臣 ｣ について
日時▷ 11 月 13 日㈯　13：30 〜　
会場▷山鹿市立博物館
講師▷岩井　賢太（山鹿市立博物館長）　
問 …山鹿市立博物館　☎４３‐１１４５

 ｢ 山鹿の文学展 ｣ 講演会の開催について

　

肥
後
古
代
の
森
で
、

健
康
女
子
駅
伝
大
会

を
行
い
ま
す
。

※
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▽
11
月
21
日
㈰

　
　
　

午
前
8
時
15
分
受
付

会
場
▽
山
鹿
市
立
博
物
館
前
広
場

種
目
▽
５
区
間

参
加
資
格
▽
小
学
４
年
生
以
上
の
女
性

※
小
学
生
男
子
の
部
も
あ
り
ま
す
。

　
（
混
成
で
も
可
）

申
込
期
限
▽
11
月
12
日
㈮
ま
で

参
加
料
▽

一
チ
ー
ム
２
、５
０
０
円

　
　
　

(

保
険
料
含
む
）

問
…
や
ま
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
（
山
鹿
市
総
合
体
育
館
内
）

☎
43
‐
０
０
９
３

健
康
女
子
駅
伝
大
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

課
程
・
修
業
年
限
▽
准
看
護
科
・
2
年

募
集
人
数
▽
70
人

受
付
期
間
▽
12
月
8
日
㈬
～
16
日
㈭

試
験
日
▽
12
月
1８
日
㈯

課
程
・
修
業
年
限
▽
看
護
科
・
3
年

募
集
人
数
▽
50
人

受
付
期
間
▽
11
月
25
日
㈭
～
12
月
2
日
㈭

試
験
日
▽
12
月
4
日
㈯

問
… 

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

　

☎
０
９
４
４
‐
52
‐
７
６
９
８

看
護
学
生
の
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集

掃
除
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
家
庭
で
ご
み
の

分
別
が
間
違
い
な
く
で
き
る
よ
う
に
、

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
▽
11
月
30
日
㈫
午
後
1
時
半
～

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン　

　
　
　

タ
ー｢

ひ
だ
ま
り｣

対
象
者
▽
60
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
▽
30
人

内
容
▽

・
ご
み
の
分
別
方
法
と
仕
分
け

　

講
師
：
環
境
課

・
新
聞
を
利
用
し
た
新
聞
入
れ
づ
く
り

　

講
師
：
古
家
征
子（
シ
ル
バ
ー
会
員
）

申
込
期
限
▽
11
月
22
日
㈪
ま
で　

問
…
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
８
５
０

　

人
権
に
つ
い
て
考
え
、
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
標
語
と
し
て
表

現
し
ま
せ
ん
か
。

用
紙
規
格
▽
Ｂ
４
版
縦
半
分
サ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
作
品
に
つ
き
）

募
集
期
限
▽
11
月
26
日
㈮

提
出
先
▽
人
権
啓
発
課

※
ひ
と
り
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
作
品
は
、
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

一
環
と
し
て
、
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支

所
に
展
示
し
ま
す
。

問
…
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
９

人
権
に
関
す
る
標
語
を
募
集

豊
前
街
道
散
策
の
旅参

加
者
募
集

　

公
共
職
業
職
業
安
定
所
に
求
職
を
申

し
込
ん
だ
離
職
者
を
対
象
に
、
再
就
職

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き
る

よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
の
空
気
に
つ
つ
ま
れ

て
、
ゆ
っ
た
り
と
豊
前
街
道
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▽
11
月
2８
日
㈰
午
前
9
時
～
正
午

コ
ー
ス
▽
熊
本
市
植
木
町
味
取
光
勝
寺

　

～
鹿
央
町
五
里
木
跡
（
約
8
ｋ
ｍ
）

集
合
場
所
▽
鹿
央
総
合
支
所

参
加
料
▽
１
、０
０
０
円（
バ
ス
代
・
保
険
料
）

募
集
人
数
▽
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
▽
11
月
22
日
㈪
午
後
5
時

問
…
豊
前
街
道
顕
彰
会
事
務
局

（
南
関
町
教
育
委
員
会
）

☎
０
９
６
８
‐
53
‐
１
１
１
１

　秋季企画展 ｢ 山鹿の作家たち ｣ を１1 月 3 ０日㈫
まで市立博物館で開催しています。
　企画展では、山鹿出身の４人の作家、小説家 ｢
平川虎臣 ｣｢ 酒井龍輔 ｣、放送作家 ｢ 木村祐章 ｣、
シナリオライター ｢ 大津皓一 ｣ にスポットをあて
その業績を紹介しています。その一環として右記
のとおり講演会を開催しますので、多くの皆さん

【
パ
ソ
コ
ン
実
務
会
計
科
山
鹿
コ
ー
ス
】

募
集
期
間
▽
11
月
24
日
㈬　

　
　
　
　
　
　

～
12
月
8
日
㈬

訓
練
期
間
▽
23
年
1
月
6
日
㈭

　
　
　
　
　
　

～
3
月
31
日
㈭

会
場
▽
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス

ク
ー
ル
山
鹿
校
（
鹿
央
町
持
松
）

受
講
料
▽
無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代　

　
　
　

１
4
、 

０
０
0
円
程
度
必
要
）

申
込
先
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
０
９

問
…
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　
　

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１
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〈 

有
料
広
告 

〉 プロのスタッフがお一人お一人のかなえた
いご要望に合わせてアドバイスいたします。
メーキャップやお肌に自信のない方でも分
かりやすくレッスンいたします。
お気軽にお立ち寄りください。

温泉プラザ山鹿３F ☎４３－３５３２ 営業時間AM10:00～PM8:00

自分にあっ
たメーキャップ＆スキンケアレッスンしてみませんか？

コスメティックとみた

＜資生堂化粧品・ディシラ＞

COSMETIC

　

催
し

　

コ
ー
ル
ヴ
ィ
オ
ラ
は
、
熊
本
市
内

の
お
母
さ
ん
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
子
ど
も
た
ち

の
行
事
、
老
健
施
設
な
ど
へ
慰
問
演

奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ル
ヴ
ィ
オ
ラ
の
酒
蔵
コ
ン

サ
ー
ト

　

方
保
田
で
収
穫
し
た
赤
米
・
黒
米

を
、
お
に
ぎ
り
や
餅
つ
き
で
味
わ
い

ま
す
。
脱
穀
体
験

や
勾
玉
づ
く
り
な

ど
も
行
い
ま
す
。

※
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

古
代
米
を
味
わ
お
う
！

収
穫
祭
を
開
催

やまが産業祭 2010

　子どもからお年寄りまで楽しめる催
しが盛りだくさんです。ぜひ、お誘い
合わせのうえご来場ください。
日時▷ 11 月 13 日㈯、14 日㈰
　　　10：00 〜 16：00
場所▷カルチャースポーツセンター
　　　総合体育館周辺

主な催し▷
・各種団体などによるステージ発表
・特産品・農林産物展販売
・伝統工芸品展示実演
・市内観光探訪ツアー
・鹿本地方農畜産フェスティバル
　（バーベキューコーナー）　

　

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
7
つ

の
コ
ー
ナ
ー
で
開
放
事
業
を
行
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▽
11
月
21
日
㈰　

　
　
　

午
前
9
時
半
～
正
午

場
所
▽
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
（
小
原
）

内
容
▽

　

①
レ
ッ
ツ
！
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　

ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

②
楽
し
く
Ａ
Ｂ
Ｃ
英
語
教
室

　

③
コ
ー
ラ
ス
レ
ッ
ス
ン

　

④
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
　

植
物
探
検
・
び
っ
く
り
実
験

　

⑤
本
格
！
も
の
づ
く
り
体
験

　

⑥
新
感
覚
！
絵
の
具
で
遊
ぼ
う
！

　

⑦
き
み
も
プ
チ
ア
ニ
メ
ー
タ
ー

問
…
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
44
‐
６
６
１
１

わ
く
わ
く
お
も
し
ろ

セ
ン
タ
ー
の
日

心
の
健
康
講
話
を
開
催
し
ま
す

　

健
康
を
守
る
婦
人
の
会
鹿
本
分
会
で

は
、
常
法
寺
住
職
の
佐
々
木
高
彰
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き
し
、
心
の
健
康
講
話

を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
▽
11
月
25
日
㈭　

午
後
1
時

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン　

　
　
　

タ
ー｢

ひ
だ
ま
り｣

演
題
▽
心
の
時
代

問
…
鹿
本
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎
46
‐
３
１
１
１

　

認
知
症
を
患
っ
て
い
る
本
人
の
思

い
や
、
支
え
る
家
族
の
思
い
を
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
ま
せ
ん
か
。

日
時
▽
11
月
5
日
㈮
後
2
時
～
4
時

場
所
▽
い
つ
で
ん
ど
こ
で
ん（
山
鹿
市
古
閑
）

対
象
者
▽
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

参
加
料
▽
ひ
と
り　

２
０
０
円
（
お
茶
代
）

主
催
▽
山
鹿
・
植
木
認
知
症
地
域
支

　
　
　

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

問
…
介
護
保
険
課

　
　

  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
43
‐
１
０
７
７

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い

テ
ー
マ
▽

｢

届
け
！　

～
感
謝
の
気
持
ち　

地
域

へ
と
～｣

日
時
▽
11
月
7
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

場
所
▽
鹿
本
農
業
高
校

内
容
▽
・
農
産
物
の
販
売

　
　
　

・
食
品
バ
ザ
ー

　
　
　

・
学
習
内
容
の
展
示

　
　
　

・
コ
メ
ロ
ン
パ
ン
の
販
売

※
郷
土
芸
能
伝
承
部
に
よ
る
灯
籠
踊
り

　
　
　

午
前
11
時
半
、
午
後
零
時
半

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
か
乗
り
合
わ
せ
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

問
…
鹿
農
祭
実
行
委
員
会

　

☎
46
‐
３
１
０
１

｢

鹿
農
祭｣

鹿
本
農
業
高
校

文
化
祭
の
開
催

日
時
▽
11
月
27
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

（
時
間
内
は
、
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
）

場
所
▽
方
保
田
東
原
遺
跡
公
園

問
…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
５
５
１
２

日
時
▽
11
月
27
日
㈯
午
後
2
時
開
演

場
所
▽
天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
…
坂
口

☎
０
８
０
‐
５
２
１
６
‐
０
５
９
５

・かもとの味みーつけたフェスタ
・肥後古代の森体験フェア
・米粉料理ＰＲ　など

問 …農林企画課　☎ 43‐1532　 
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※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問 …本庁総務課監理検査室　☎ 43‐1118
入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

9/ 7 鍋田団地道路舗装工事 鍋田地内 ㈱村井建設 6,352,500
9/ 7 前田団地屋根改修工事（その１） 鹿本町来民地内 ㈲井上組 8,001,000
9/ 7 前田団地屋根改修工事（その２） 鹿本町来民地内 田中建築 7,350,000
9/ 7 久原団地外壁改修工事（その１） 久原地内 福田塗装 10,815,000

　9/ 7 久原団地外壁改修工事（その２） 久原地内 ㈲ひかり 16,947,000
9/ 7 良福寺第２団地外壁改修工事（その１） 鹿本町来民地内 山崎塗装 14,595,000
9/ 7 良福寺第２団地外壁改修工事（その２） 鹿本町来民地内 有富塗装工業 13,282,500

9/15 平成２２年度山鹿浄水センター機械式濃縮機等（機械設備）
改築更新工事 山鹿地内 ㈱クボタ九州支社 81,795,000

9/15 平成２２年度山鹿浄水センター機械式濃縮機等（電気設備）
改築更新工事 山鹿地内 ㈱東芝九州支社 158,025,000

　9/21 平成２２年度津留第１水源地改修工事（上水道） 津留地内 イズミ住設工業 5,985,000
　9/21 本分黒蛭線道路改良工事 菊鹿町木野地内 ㈲拓振建設 20,265,000
　9/21 男岳線道路改良工事 鹿北町岩野地内 ㈱古城建設 14,857,500
　9/21 宗方２６号線外道路整備工事 山鹿地内 ㈲阿蘇品組 12,547,500
　9/21 桜町中学校線道路整備工事 山鹿地内 ㈲岩下産業 5,932,500
　9/21 熊入石線道路整備工事 石地内 ㈲松山建設 7,665,000
　9/21 杉鍋田線道路整備工事 城地内 ㈲江崎建設 6,069,000
　9/21 中学校前線道路整備工事 鹿北町四丁地内 ㈲草野建設 7,875,000
　9/21 東原東部線道路整備工事 藤井地内 江良興建社 5,124,000

　9/21 栄町５号線道路整備工事 山鹿地内 ㈱山鹿興建 5,932,500

入札結果の報告（９月分）

日
時
▽
11
月
12
日
㈮
午
後
7
時
～

場
所
▽
夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
玉
三
郎
公
演
の
20
年

　
　
　

公
演
の
裏
ば
な
し
あ
れ
こ
れ

会
費
▽
５
０
０
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

問
…
法
事
の
館　

夢
想
庵

　

☎
43
‐
２
２
１
１

と
も
び
き
塾

日
時
▽
11
月
27
日
㈯
午
後
1
時
～
5
時

場
所
▽
天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
）

内
容
▽

◆
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
・
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ヨ
ガ
、
パ

ス
テ
ル
ア
ー
ト
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

◆
手
作
り
コ
ー
ナ
ー

　

・
小
物
、
お
菓
子
販
売

※
コ
ー
ナ
ー
参
加
者
も
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
…
大
坪

　

☎
０
９
０
‐
９
４
８
４
‐
３
６
１
７

い
や
し
の
蔵
ま
つ
り

　
酒
蔵
で
の
落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
11
月
7
日
㈰
午
後
2
時
開
演

場
所
▽
天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
）

料
金
▽
２
、０
０
０
円

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
…
笑
門
山
鹿
会
（
川
端
）

　

☎
０
９
０
‐
９
６
０
３
‐
１
８
９
５

天
聴
寄
席  

立
川
生
志
独
演
会

食事前売り券▽５００円
（参加７店舗の内３ヵ所の食事＋デザート、入浴付き）
※アトラクションとして山鹿灯籠踊りや人力車、
チヨマツもやってきます。
※お楽しみ抽選会もあります。
問 …菊池川温泉郷味まつり 2010 実行委員会
　　　（観光課） ☎４３−１５７９

菊池川温泉郷　味まつり 2010

　玉名・山鹿・菊池・植木の女将の会、七城メロン
ドーム、菊水ロマン館、水辺プラザかもとが、秋
の味をご用意します。山鹿灯籠踊りや人力車、チ
ヨマツも来ますので、多くの皆さんのご来場をお
待ちしています。
日時▷ 11 月 5 日㈮午前 11 時〜
場所▷水辺プラザかもと（特設会場）
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

11
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日（曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
  3 日㈷ 平井藤岡医院 / はとの眼科クリニック ココノエ薬局 / まつ薬局 / 岩下薬局
7 日㈰ うちだ内科医院 / 幸村医院 岩下薬局
14 日㈰ 坂本医院 / 後藤整形外科医院 まつ薬局 / 岩下薬局
21 日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 / 横手医院 岩下薬局
23 日㈷ 山鹿中央病院 まつ薬局 / 岩下薬局
28 日㈰ 前原耳鼻咽喉科医院 / 吉里医院 グリーンファーマシー / 岩下薬局 / まつ薬局

仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室　☎ 43-1724　
⃞▶一　般

①正・准看護師　12 万 5 千円〜　②介護職員　12 万 5
千円〜　③訪問看護職員　12 万円〜　④歯科衛生士　13
万 4 千円〜   ⑤理容師　18 万 6 千円〜　⑥一般事務員　
14 万円〜　⑦保険営業職　14 万円　⑧釣竿製造　10 万
8 千円〜　⑨フロント係　15 万円〜　⑩ルート配送　18
万 5 千円〜　⑪４ｔウイング車運転手　18 万円〜　⑫大
型乗務員　18 万円〜　⑬フォークリフト運転・作業　15
万円

⃞▶パート

①介護職　時給 700 円〜　②歯科衛生士　時給千円〜
③調理パート　時給 650 円〜　④給食調理　時給 680
円〜　⑤検査業務　時給 800 円〜　⑥豆腐配達および
製 造　 時 給 630 円 〜　 ⑦ 配 膳・ 皿 洗 い・ 接 客　 時 給
630 円〜　⑧清掃作業員　時給 650 円
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採
用済みの場合もあります。職業相談室は、勤労青少年
ホーム１階（市役所裏中央公民館となり）です。 　　

＊主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千代
　座までどうぞ（☎４４‐４００４）

⃞▶平小城小学校児童の作品展
　習字、絵など
　期間▷ 11 月 1 日㈪〜 30 日㈫　
　場所▷平小城ふれあい広場
平山温泉観光協会内　☎ 44‐0522（石井）
時間▷ 9：00 〜 18：00

⃞▶かもと乳児園絵画作品展
　色と線の楽しい作品１８点展示
　前期▷ 11 月 1 日㈪〜 15 日㈪まで
⃞▶山鹿市美術協会会員絵画作品展
　（山鹿市芸術文化祭参加）
　後期▷ 11 月 16 日㈫〜 30 日㈫まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）
※ 20 日㈯、21 日㈰は、かほくまつりのため休み
パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 〜 21：00（日曜日定休）

１１月
開催日 行　事　名 時間 料金

 1 日㈪
〜

15 日㈪

八千代座百周年
　　坂東玉三郎特別舞踊公演
　　　　一、お目得　口上（一幕）
　　　　二、羽衣
　　　　三、吉野山

午後 有料

20 日㈯
〜

23 日㈷

八千代座 100 周年記念主催事業
山鹿市民芸能祭

｢ あなたも私も千両役者 ｣
終日 有料

24 日㈬ 山鹿オヤジダンサーズワークショップ 夜間 関係者
25 日㈭ 山鹿オヤジダンサーズワークショップ 夜間 関係者

26 日㈮
私たちのふるさと菊池川流域

体験学習発表会    午後 無料

山鹿オヤジダンサーズワークショップ 夜間 関係者

28 日㈰  山鹿市芸術祭参加
久一カラオケ教室 午後 無料

⃞▶やまがハンドメイド日和ＶＯＩ．５
　古布、草木染織、絣、麻の小物などが並びます。 
　ゆったりとした空間をお過ごしにおいでください。
　日時▷ 11 月 5 日㈮、6 日㈯
　　　　10：00 〜 16：00
　場所▷古民家ギャラリー  百花堂
問い合わせ先☎ 090‐9564‐6365（すみれ）

古民家ギャラリー百花堂　☎ 080 − 6426 − 4519

⃞▶第２回　山鹿・湯の端美術展
　豊前街道に立ち並ぶ、古民家や蔵跡に写真を展示し
　ます。お気軽にお立ち寄りください。
　期間▷ 11 月 19 日㈮〜 23 日㈷
　　　　11：00 〜 17：00（最終日は 16：00 まで）
　会場▷豊前街道界隈（百花堂・天聴の蔵・千代の園　
　　　　ほか　全 11 カ所）
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問い合わせは、健康増進課（保健師）まで
（健康福祉センター内）　　
　　　　　　　　☎４３‐００５０

赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

　　
Vol.19

こんにちは。母子保健推進員です
　私たちは、安心して妊娠・出産・育児ができるように市町村の母子保健事業に積極的に協力し、山鹿市が行う
各種サービスを、妊婦や赤ちゃんをもつお母さんなどに紹介する「行政とのパイプ役」として、身近な相談者と
しての役割を担うためボランティアで活動しています。 
　山鹿市では、妊婦や赤ちゃん訪問、予防接種時の協力などを中心に 28 人で活動を行っています。

のがあります。当院では行っておりませんでしたが、10
月から、この検査を始めました。
　心臓カテーテル検査では、さまざまな心臓の情報を得
ることができますが、その主な目的の一つに冠動脈造影
があります。これは、動脈から挿入したカテーテル（細
いプラッチックの管）の先端を冠動脈の入り口まで進
め、造影剤を注入して心臓を X 線撮影します。ビデオ
カメラを使い、リアルタイムに撮影します。造影剤に
よって冠動脈が映し出され、動脈硬化が進行して血管が
狭くなって狭心症の原因となっている場所や、心筋梗塞
で詰まってしまった場所と障害された場所がわかりま
す。この検査によって狭心症や心筋梗塞の確定診断を
し、治療方針を決定する材料とします。

　　
心臓カテーテル検査
始めました

山鹿市立病院
循環器内科

福田　仁也

　狭心症や心筋梗
こ う そ く

塞といったいわゆる虚血性心疾患
（心臓の血管 = 冠動脈が狭

きょうさく

窄または閉塞することに
より心筋への血流が減少または途絶してしまう病
気）に関する検査で、心臓カテーテル検査というも

●日本脳炎の予防接種を受けられなかった
　お子さまに特例ができました
　平成 17 年から定期の日本脳炎予防接種は、接種を控
えるよう厚生労働省から勧告されていました。しかし、
昨年 6 月から新しいワクチンの接種が可能となり、今年
8 月下旬から、今まで接種できていない人は、生後 6 月
〜 90 月（第 1 期）および 9 歳〜 13 歳未満（第 2 期）
の期間内に、6 日以上の間隔をおいて、決められた回数
を定期の予防接種として受けることができるようになり
ました。
　今回の特例では、第 1 期、第 2 期以外の人は対象とな
りませんので、ご注意ください。
※詳しいことはお問い合わせください。

　今年度は、昨年の季節性インフルエンザのワ
クチンに新型インフルエンザのワクチンが入っ
た混合ワクチンの接種となりますので、1 回の
接種で両方の予防接種を受けたことになりま
す。
■対象　山鹿市に住所がある人（全山鹿市民）

■接種期間　10 月 1 日㈮
　　　　　　　　〜平成 23 年 3 月 31 日㈭
■接種料金　個人負担金　1，500 円
※生活保護の世帯と市民税の非課税世帯の人
は、市発行の生活保護証明と市民税非課税世帯
証明書を病院に提出すると自己負担金は無料に
なります。
●詳しいことは各世帯にチラシを配布しています。

インフルエンザ予防接種は、
今年は1回の接種で済みます

日本脳炎の予防接種について

一人で悩まないで遠慮なく相談してくださいね

こ
の
シ
ネ
ア
ン
ギ
オ
装
置
で
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
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♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の人は、写真とメッセージ、住所、氏名、
　生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送またはご
　持参ください。 ♡メッセージ 　

じいじ、ばぁばいつもあり
がとう。一緒に散歩しよう
ね♡

　　　　　　　　ゆ　な

中野　結菜ちゃん
（H22. ２.12 生まれ）

方保田（山鹿市）

♡メッセージ
元気に大きく育ってね。妃
菜おねぇちゃんといっぱい
遊ぼうね

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

健康カレンダー
場所の省略表記 【ひまわり】　菊鹿健康福祉センター

　　　　　　ひまわり館
【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター

　　      

中島　とあちゃん
（H19.9.23 生まれ）

多久（鹿北町）

　　　　　　     せ　な

福島　世渚ちゃん
（H21.8.8 生まれ）

来民（鹿本町）

【山 健 福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ ンター ひだまり

11

　　　　　　　　

中島　のあちゃん
（H22.2.23 生まれ）

多久（鹿北町）

♡メッセージ
これからも姉妹仲良く、元
気に育ってね　

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
21 年 3 月生 ) 13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

母子健康手帳交付
13:30 〜 15:00 受付

     　　【ひだまり】

女性特有のがん
集団検診〜 7 日
8:30 〜 10:30

【山健福】

７ ８ ９ 10 11 12 13
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、

22 年７月・22 年 3
月生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　【ひだまり】

14 15 16 17 18 19 20
世界糖尿病

予防デー

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿 北・ 鹿 央、22 年 7
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　  　【山健福】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
19 年 7 月 生 )13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

21 22 23 24 25 26 27
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・

鹿本、21 年 3 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・

鹿本、19 年 7 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付　

　【ひだまり】

28 29 30 31 ■献血にご協力ください■
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・鹿
北・鹿央、22 年 3 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【山健福】

● 11 月９日㈫　　菊鹿総合支所　9:30 〜 11:30　
　　　　ＪＡ鹿本菊鹿基幹支所　13:00 〜 15:30
● 11 月 18 日㈭　　M ｒＭａＸ山鹿店
● 11 月 24 日㈬　　鹿央多目的研修センター
18 日 ･24 日　時間 9:30 〜 11:30   12:30 〜 16:00

勤労感謝
の日

文化の日
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◆市◇民◆文◇芸◆

⃞ ▶

訂
正
と
お
わ
び

10
月
１
日
号
石
人
短
歌
会
１
首
目「
過
ぎ
去
り
し
」は
、「
過
ぎ
去
り
し
日
々
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

【
俳
　
句
】

山
鹿
俳
句
会　

九
月
例
会

岩
岡
中
正
選

飼
は
れ
た
る
鈴
虫
の
音
の
あ
は
れ
と
も　

　
　
　

小
南
や
ち
よ

刃な
た
ま
め豆

の
程
よ
き
時
を
逃
し
け
り

　
　
　

中
原
美
智
子

皆
土
に
消
え
て
仕
舞
ひ
し
蝉
時
雨　

　
　
　

園
田　

紀
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

秋
彼
岸
父
母
の
在
所
の
寂
れ
ゆ
く　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

睦
美

啼な

き
や
ま
ぬ
山
ほ
と
と
ぎ
す
一
人
畑　

　
　
　

吉
里
千
鶴
子

栗
拾
ふ
入
り
日
の
山
の
染
ま
る
頃　

　
　
　

内
古
閑
ひ
と
み

タ
ッ
プ
俳
句
教
室

影
ふ
み
て
追
い
つ
け
ぬ
ま
ま
秋
の
暮
れ

福
島　
　

恵

紅
葉
に
溶
け
て
夕
日
の
か
く
れ
た
り

大
園
美
奈
子

山
鳥
の
鳴
く
声
響
く
空
の
秋

村
上　

和
代

鹿
本
俳
句
教
室　

 

九
月
例
会

利
光
釈
朗
選

新
涼
や
ゆ
っ
た
り
浸
る
露
天
風
呂

　

戒
田
喜
久
子

コ
ス
モ
ス
の
彩
の
ゆ
れ
た
る
高
さ
か
な

斎
藤　

英
子

我
が
植
ゑ
し
栗
も
金
婚
式
迎
ふ

福
島　

幸
代

【
短
　
歌
】

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

十
月
詠
草

誰
も
み
な
喜
怒
哀
楽
を
封
じ
て
か
老
健
施
設
は
た
だ
静
か
な
り　
　
　
　
　

 

鹿
子
木
泰
子

敬
老
の
お
く
り
物
す
る
末
孫
は｢

ア
ル
バ
イ
ト
し
た
よ｣

と
笑
顔
で
語
る 

池
田　

敏
子

猛
暑
に
て
蝉
は
葉
裏
に
隠
れ
を
り
我
は
木
陰
に
憩
ひ
て
を
り
ぬ　
　

  

平
野　
　

妙

鹿
北
短
歌
会　

十
月
例
会

露
含
み
紅
咲
き
初
め
ぬ
古
代
ハ
ス
神
秘
な
姿
に
息
飲
み
て
佇
つ　
　
　
　
　

西
牟
田
節
代

や
う
や
く
に
夕
立
あ
り
て
大
根
の
種
ま
き
す
め
ば
涼
し
さ
の
来
る　
　

田
中　

和
子

歳
月
の
流
れ
の
ま
ま
に
十
年
の
姉
の
忌
偲
べ
ば
昨
日
の
如
し　
　
　
　
　
　
　

徳
永　

則
子

鹿
本
町
短
歌
会　

藍ら
ん
じ
ょ
ふ青

の
空
に
延
び
ゆ
く
飛
行
雲
そ
の
し
ま
ら
く
に
暑
さ
忘
る
る　
　
　
　

出
井
セ
キ
子

お
母
さ
ん
お
ふ
く
ろ
時
に
呼
び
名
替
え
息
子
の
髪
は
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー　

北
島　

た
き

一
つ
ま
み
塩
入
れ
し
の
み
砂
糖
煮
の
り
ん
ご
意
地
悪
な
味
に
な
り
た
り　

大
友　

清
子

菊
鹿
短
歌
会　

九
月
作
品

こ
の
秋
の
雀
は
い
づ
こ
稔
り
田
に
鳥
追
ひ
テ
ー
プ
の
光
る
も
見
え
ず　
　
　

中
原
ち
え
子

台
風
は
何
時
の
間
に
や
ら
過
ぎ
去
り
て
そ
つ
と
揺
れ
を
り
白
さ
る
す
べ
り　

長
野　

節
子

梅
雨
明
け
の
深
き
緑
に
響と

よ

も
し
て
一
斉
に
鳴
く
熊
蝉
の
朝　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

衣
子

石
人
短
歌
会　

九
月
例
会

富
田
豊
子
選

母
に
似
し
後
姿
を
見
た
り
と
て
子
は
訪
れ
ぬ
寒
き
夕
べ
を　
　
　
　
　
　
　

皆
本　

幸
子

吹
き
荒
れ
し
昨
夜
の
嵐
の
収
ま
り
て
若
竹
の
穂
さ
き
空
に
遊
べ
り　
　
　

横
手　
　

淑

は
る
ば
る
と
母
来
て
く
れ
し
満
州
へ
出
産
あ
と
の
疲
れ
し
吾
思
ひ　
　
　
　
　

清
田
芙
佐
江

鹿
央
短
歌
会　

九
月
作
品

剪
定
は
お
前
が
上
手
と
ほ
め
ら
れ
し
松
の
木
眺
め
鋏
を
握
る　
　
　
　
　
　

  

森　
　

道
子

色
づ
き
し
ほ
お
ず
き
開
く
と
き
め
き
て
過
ご
し
昔
よ
よ
み
が
え
り
来
る　
　

東　

よ
り
子

つ
ば
め
の
子
巣
よ
り
落
ち
し
を
拾
い
上
げ
嫁
は
上
手
に
育
て
ゆ
く
な
り　
　
　

上
野
い
づ
子

【
肥
後
狂
句
】

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

八
月
例
会

互
選
句　

忘
れ
と
っ
た　

コ
ゲ
た
に
お
い
で
思
い
出
し

　

古
賀　

楽
居

が
ま
ん
し
て　

築
き
上
げ
た
つ
夫
婦
仲

島
北　

鎌
岳

忘
れ
と
っ
た　

メ
ガ
ネ
は
家
で
昼
ね
中

森
山　

旬
彩

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

九
月
例
会

小
水
流
繁
富
選

ど
う
か
ま
ぁ　

打
立
た
し
た
ら
超
美
人

小
野
三
ッ
葉

時
の
流
れ　

苦
労
重
ね
て
八
十
路
坂

田
木　

京
花

う
す
と
ろ
か　

妻
が
寄
り
添
う
フ
ル
ム
ー
ン

落
合　

万
吉

否
応
無
し　

孫
抱
か
さ
れ
て
許
し
た
つ

長
瀬　

狂
介

悪
い
く
せ　

親
に
似
て
る
と
嘆
く
妻

酒
井
誠
之
助

竹
下
賀
松
選

否
応
無
し　

仏
壇
だ
け
に
ゃ
貼
ら
じ
ゃ
っ
た

冨
田　

土
管

時
の
流
れ　

親
子
の
縁
も
う
す
な
っ
た

立
山　

連
峰

ど
う
か
ま
ぁ　

や
っ
ぱ
民
意
は
揺
り
戻
す

新
谷　

不
動

よ
か
薬　

落
選
し
た
ら
只
の
人

荒
木　

洋
佑

悪
い
く
せ　

一
度
匂
う
て
口
に
さ
す

寺
本
凡
久
良
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９月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　春木　元気さん♥酒井亜優美さん
　　　　　松村　　望さん♥田中　優子さん
　米　田　中嶋雄一郎さん♥光永　幸恵さん
　八　幡　石貫　洋一さん♥谷﨑奈緒子さん
　　　　　中光　裕聖さん♥大林　未来さん
　三　玉　青井　貴史さん♥上野友里衣さん
　　　　　松本　和晃さん♥有働　和美さん
鹿　北
　岳　間　髙木　辰輔さん♥峰本　里沙さん
鹿　本
　稲　田　北谷　聡嗣さん♥芹川　　歩さん
　来　民　板橋多佳彦さん♥在原　由佳さん
鹿　央
　米野岳　似吹　　充さん♥田上　　恵さん
　　　　　

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　富田　花

か の ん

音さん　深草　大
たいせい

星さん
　　　　　髙野　小

こ な つ

夏さん　髙田　結
ゆ い な

奈さん
　　　　　邊原　煌

こうだい

大さん　宮田　愛
あ い こ

子さん
　米　田　髙見　杏

あ ん な

奈さん　星子　　晴
はる

さん
　三　岳　古江　真

ま こ

虎さん　大森　日
ひ よ り

和さん
　三　玉　松尾　祐

ゆ な

那さん　野田　博
ひ ろ や

矢さん
　大　道　平野　雄

ゆうせい

聖さん　守川　昇
しょうき

輝さん
　　　　　神酒　　輝

ひかり

さん　山野　裕
ゆうしん

慎さん
　　　　　若杉　圭

けいすけ

亮さん　大林　優
ゆ あ

明さん
鹿　北
　岳　間　西田　陽

ひ い ろ

彩さん　末藤　徠
ら い き

希さん
　岩　野　野中　葉

は づ き

月さん
菊　鹿
　六　郷　徳丸　留

る な

奈さん
　城　北　松岡　優

ゆ う か

花さん
鹿　本
　来　民　德田　明

は る か

夏さん　後藤　飛
あ す か

翔さん
　　　　　松藤　安

あ ん り

里さん　木村　真
ま こ と

人さん
　中　富　山内信

し ん た ろ う

太朗さん　　

鹿　央
　千　田　金森　桜

は る き

希さん　川下さくらさん
　米野岳　立山　　輝

ひかる

さん　前野　匠
た く ぎ

儀さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿　
　山　鹿　田中　衆二さん (89)　森　　利勝さん (95)
　　　　　石橋　和代さん (72)　田中　仁子さん (61)
　　　　　田中　幸雄さん (69)
　米　田　田中林之助さん (85)　上野しのぶさん (96)
　　　　　財津　万信さん (86)
　八　幡　北村　辰馬さん (82)　外野ミサオさん (91)
　　　　　濵田ミツ子さん (88)
　三　岳　池田　千波さん (76)
　三　玉　寺山フジ子さん (77)　次郎丸岩夫さん (78)
　　　　　立山カツ子さん (86)　山崎　公司さん (68)
　大　道　佐伯ノブ子さん (97)　小川　信治さん (81)
鹿　北
　岩　野　大山　　兵さん (72)　髙木　新平さん (81)
菊　鹿
　内　田　竹元ツギエさん (80)
　六　郷　井上　靜喜さん (81)
　城　北　米岡　一誠さん (81)
鹿　本
　稲　田　中川　敏男さん (93)　⻆田サキエさん (83)
　来　民　木原　　中さん (92)　永村　昌子さん (83)
　　　　　竹下　実紗さん (22)　牛嶋　晋二さん (74)
　　　　　山本紀代子さん (87)
　中　富　栃原　ワヤさん (99)　小材いつ子さん (87)
鹿　央
　千　田　隈部　　昭さん (78)　松村　盛行さん (91)
　　　　　山本　房江さん (87)
　米野岳　佐伯アサエさん (97)　大友　直祐さん (94)
　　　　　丸山アキヲさん (90)
　山　内　髙木　順子さん (89)
※９月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた
　掲載希望者分を掲載しています

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

山
鹿
市
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
る
「
ふ
る
さ
と
や
ま
が

大
使
」
で
、「
球
界
の
親
分
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
プ
ロ

野
球
日
本
ハ
ム
の
元
監
督
大
沢
啓
二
さ
ん
が
10
月
７
日
に

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
沢
さ
ん
は
、
山
鹿
の
地
や
人
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
ま

ち
づ
く
り
団
体
や
法
人
会
と
共
同
で
各
種
講
演
会
を
開
催

し
た
り
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、
山
鹿
市
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
、
ま
た
、
テ
レ

ビ
を
通
し
て
山
鹿
市
の
農
産
物
な
ど
の
話
題
を
提
供
し
、

全
国
に
山
鹿
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
嶋
憲
正
市
長
は
、「
大
沢
さ
ん
は
、
ど
っ
し
り
と
し
た

大
き
な
心
を
お
持
ち
の
方
で
、
ふ
る
さ
と
や
ま
が
大
使
の

委
嘱
前
か
ら
た
び
た
び
山
鹿
に
も
お
越
し
に
な
り
、
山
鹿

に
愛
着
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
訃
報
に
、

深
い
悲
し
み
を
覚
え
ま
す
と
と
も
に
、
山
鹿
市
に
と
っ
て

も
大
き
な
存
在
を
失
っ
た
思
い
で
す
」
と
突
然
の
ご
逝
去

に
対
し
、
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。
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八
、
火
の
用
心
と
火
災
対
策
（
二
）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp
エコマーク認定の再生紙を使用しています

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
　による漢字を使用しています（広聴広報係）

■編集発行
〒８６１‐０５９２
　熊本県山鹿市役所
　総務部秘書課
　広聴広報係
　☎ 0968‐43‐1112
　� 0968‐44‐0373
　（毎月１日発行）

■人口と世帯
人口 57,192 （ − 23 ）
　男 26,957 （ − 9 ）
　女 30,235 （ − 14 ）
世帯数 21,142 （ ＋ 10 ）

９月末現在（前月末比）

に
な
る
大
正
９
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
訂
正
を
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、形
式
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

いつ
設
置
さ
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、西
側
売
店
に
行
く
廊
下
の
柱
に「
た

ば
こ
」
と
ガ
ラ
ス
板
に
書
か
れ
た
標
示
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
次
の
煙
草
の
火
を
つ
け
る
た
め
に
、
火
が
つ
い
た
ま
ま
の
吸
い
殻
を

枡
席
の
仕
切
り
棒
の
上
に
置
き
、
火
種
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今

で
も
吸
い
殻
の
火
で
こ
げ
た
跡
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
不
心
得
者
の
な
か
に
は
、
も
み
消
し
た
吸
い
殻
を
畳
と
畳
の
す
き

間
に
押
し
込
ん
で
い
た
こ
と
も
。
よ
く
火
事
に
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

八
千
代
座
は
本
当
に
火
事
に
強
い
建
物
で
す
。
数
度
あ
っ
た
八
千
代
座

近
く
の
火
災
で
も
、
延
焼
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
の
大
修
理
で
使
わ
れ

な
か
っ
た
古
材
の
残
り
で
防
火
の
お
守
り
を
作
れ
ば
、
ご
利
益
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
火
災
対
策
で
重
要
な
も
の
は
防
火
用
水
で
す
。
八
千
代
座
の
場
合

は
東
西
の
庭
に
あ
る
泉
水
が
防
火
用
水
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
庭
に
は
泉
水
と
築
山
、
庭
石
が
あ
り
、
松
、
桜
、
つ
つ
じ
が
植
え

ら
れ
、
休
憩
中
の
観
客
の
目
を
休
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
景
観
だ
け
で

な
く
、
東
庭
に
落
ち
る
雨
ど
い
の
雨
水
を
一
か
所
に
集
め
、
敷
地
北
側

の
側
溝
に
流
す
排
水
施
設
の
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に
火
災
時
に
は
防

火
用
水
に
な
り
ま
す
。

　

興
味
深
い
の
は
、
屋
根
東
面
南
半
部
に
降
っ
た
雨
水
は
縦
ど
い
に
集
ま

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
枡
に
た
ま
り
、
地
下
の
土
管
を
通
り
、
泉
水
の

縁
に
あ
る
吐
出
口
か
ら
出
て
、
サ
イ
フ
ォ
ン
の
原
理
で
雨
が
降
る
た
び
に
自

然
に
水
が
た
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
雨
で
水
が
あ
ふ
れ
る

と
、
隣
接
す
る
た
め
枡
に
落
ち
、
敷
地
北
面
の
側
溝
に
流
れ
、
北
東
に
あ
っ

た
池
に
流
れ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
池
は
豊ぶ

ぜ
ん
か
わ

前
川
と
言
い
、字あ

ざ

名
に
も
残
っ

て
い
ま
す
。
今
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
コ
ン
ビ
ニ
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
前
は
国
鉄
（
後
に
Ｊ
Ｒ
）
の
山
鹿
営
業
所
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

豊
前
河
は
宝
暦
13
年(
１
７
６
３)

の
地
図
に
は
載
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

湧
水
と
雨
水
を
合
わ
せ
、
た
め
池
を
造
成
、
下
流
の
田
畑
を
潤
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
水
は
国く

に
せ瀬
川
（
吉
田
川
）
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。
現
在
は
ポ
ン

プ
小
屋
と
西
の
泉
水
の
地
下
に
あ
る
１
１
２
ト
ン
の
防
火
水
槽
で
火
災
に

備
え
て
い
ま
す
。

文　

前
山
鹿
市
立
博
物
館
館
長　

木
村　

理
郎
さ
ん

　
ほ
と
ん
ど
の
人
が
気
付
か
れ
ま
せ
ん
が
、
枡ま

す
せ
き席
前
方
（
昔
の
便
所
に
行

く
通
路
の
両
側
）
に
山
鹿
警
察
署
の
触ふ

れ
が
き書
の
看
板
が
残
っ
て
い
ま
す
。「
観

客
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
遵
守
ス
ベ
シ
」
と
あ
り
、
観
客
が
守
る
べ
き
六
つ
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
最
後
の
行
に「
一　

煙
草
ノ
吸
殻
ヲ
始
末
ス
ベ
シ
」

と
あ
り
ま
す
。
煙た

ば
こ草
を
吸
っ
て
も
い
い
が
、
吸
殻
の
始
末
だ
け
は
ち
ゃ
ん
と

し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
看
板
の
設
置
は
法
律
で
劇
場
内
が
禁
煙

豊前川沿いの人力立場「水絵に残す山鹿」

　

編
集
後
記

♣
収
穫
の
秋
真
っ
盛
り
。
地
元
で
は
集
落

単
位
や
町
で
毎
週
、収
穫
祭
が
行
わ
れ
る
。

立
派
な
野
菜
や
果
物
と
、
そ
れ
ら
を
使
っ

た
加
工
品
が
所
狭
し
と
並
ぶ
品
評
会
と
セ

リ
は
、
ど
の
祭
も
見
事
。
農
協
職
員
と
審

査
し
て
い
る
と
、「
へ
ぇ
、
こ
ん
な
調
理

方
法
が
あ
る
の
ね
」「
お
い
し
い
」「
立
派

な
大
根
ね
」
な
ど
、
発
見
と
感
動
で
実
に

楽
し
か
っ
た
▼
山
鹿
を
訪
れ
た
人
に
感
動

を
…
と
よ
く
聞
く
。
一
見
、
簡
単
の
よ
う

で
実
に
難
し
い
▼
読
ん
だ
人
が
感
動
で
き

る
広
報
誌
を
作
っ
て
み
た
い
も
の
だ
▼
感

動
を
与
え
る
ヒ
ン
ト
は
、
手
や
人
の
温
も

り
を
感
じ
る
、
意
外
に
小
さ
な
手
作
り
の

祭
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い　
　
（
千
鶴
）

　菊鹿町川原地区の休耕田に植
えられた、コスモスとヒマワリが
道行く人たちを楽しませています。
　地元の人が心癒される地域づく
りを目指して手入れをしています。

撮影日 10 月10 日

山鹿警察署の触書

ガラス板に書かれた
「たばこ」の標示
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